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江別市長　三好　昇

☎

☎

　東日本大震災の発生から 1年が経過しました。
　私は、このたびの大震災で、かつて当たり前であっ
た人と人との絆、支えあう地域社会の重要性、大切さ
を認識し、今改めて安全・安心な街づくり、災害に強
い街づくりを進めることとしました。
　政府は昨年、震災対応を最優先としつつ、地方一般
財源の前年度並みの確保方針を示し、増

ぞうすう

嵩する社会保障費に対し、社会保障
と税の一体改革を打ち出しましたが、取り巻く環境の変化などに、現在の社
会システムが対応できていないことから、今後は更なる地方負担の増加も懸
念されます
　江別市は平成 17 年頃をピークに人口が減少し、今後の街づくりは、あら
ゆる政策を、少子高齢、人口減少という状況下で進めなければなりません。
こうした状況の中、まちの活力を維持し、持続可能で強い経済力を持った街
づくりを行うためには、市民に安全安心な生活を提供することを基本に、地
元の資源を活用し、雇用を増やす経済の振興が不可欠です。
　幸いにも、昨年 12 月に指定を受けました「北海道フード・コンプレック
ス国際戦略総合特区構想」は、市が持つポテンシャルを大いに発揮できるチャ
ンスであり、これを契機にして市内の企業・大学・研究機関などが更に連携
し、地域経済を活性化して都市間競争に勝ち抜く必要があります。
　是非ともこのチャンスを活かし、江別の経済発展につなげてまいりたいと
考えております。
　新年度予算は、第5次総合計画後期基本計画の政策目標や方向性を踏まえ、
さらに私のまちづくりの基本姿勢「市民協働の推進」「人口減少への対応」「環
境への取組」「安全・安心なまちづくり」に基づき、事業の緊急度や優先度、
本格実施をしたパブリックコメントを踏まえて編成を行いました。
　不安定で不確実性を増す時代だからこそ、課題を先送りすることなく、将
来を見据えて果敢に立ち向かっていく必要があります。
　常に緊急度や優先度などを検討し、市民と対話しながら、時には苦渋の判
断を持って対処しなければならないことがあるものと考えています。
　お互いが優しさや豊かさを実感でき、「誰もが元気で活力あふれる街えべ
つ」を目指し、市民、自治会や市民活動団体、大学・企業などと手を携えて、
確かな明日に向けて相互に支え合いながら、共に歩んでまいりたいと考えて
おります。

平成２４年度市政執行方針（要旨）   









あすか会設立 45 周年記念講演会
主催：江別市立病院精神科家族会「あすか会」

精神科の疾病と治療について
　　　　～統合失調症を中心に
日時　4/18 ㈬ 13：00 ～ 15：00
会場　市立病院 2階講義室
講師　市立病院精神科主任部長　
　　　宮本眞

ま き も り

希守医師

 　　　　　　 糖  尿  病  教  室
　医師・薬剤師・管理栄養士・看護師・臨床検査技師が糖尿病について
わかりやすくお話しします。お気軽にご参加ください。申込不要。無料。
日時　4 月 20 日㈮ 15：00 ～ 16：00　会場　市立病院 2階講義室
内容　「糖尿病はどんな病気なの？」（田中内科医師）、「糖尿病の飲み　
　　　薬」（多田薬剤師）、「糖尿病の食事」（藤川管理栄養士）

日時　4 月 27 日㈮ 15：00 ～ 16：00　会場　市立病院 2階講義室
内容   「フットケアって？」（本間看護師）、「尿検査について」（安田臨床
　　　検査技師）、「糖尿病網膜症って？」（小林眼科医師）

江
別
市
立
病
院

健康セミナー

   詳細　あすか会　☎383-2672（今野）
　　　    同会事務局  ☎ 382-5151（内線2600）  詳細　市立病院診療技術部栄養科    ☎ 382-5151（内線 6821）

　

平
成
23
年
度
は
、
総
合
内
科
医
師

や
消
化
器
科
医
師
の
増
員
、
整
形
外

科
専
門
医
師
の
招
へ
い
な
ど
に
よ

り
医
療
提
供
体
制
が
充
実
し
ま
し

た
。
診
療
収
益
（
入
院
お
よ
び
外

来
収
益
）
は
順
調
に
推
移
し
、
１

月
末
時
点
で
は
当

初
計
画
に
比
較
し

て
約
６
千
８
百
万

円
、
前
年
度
と

の
比
較
で
は
約

５
億
４
千
６
百
万

円
上
回
っ
て
い
ま

す
。

　　

平
成
24
年
度

区　分 平成 24年度 平成 23 年度 比較増減

病院事業収益 72 億 8 千万円 67 億 4千万円 5億 4千万円

病院事業費用 73 億円 68 億円 5億円

当年度純損失 2 千 2 百万円 6千 7百万円 △ 4千 5百万円

不良債務残高 4 億 8 千万円 6億 7千万円 △ 1億 9千万円

患者数

入院
102,822 人 95,930 人 6,892 人

282 人 / 日 262 人 / 日 20 人 / 日

外来
193,431 人 189,834 人 3,597 人

790 人 / 日 778 人 / 日 12 人 / 日

病床
利用率

一般 85.0% 79.0% 6.0%

精神 76.9% 72.2% 4.7%

は
、総
合
内
科
医
師
増
員
の
ほ
か
、

よ
り
高
度
・
専
門
的
な
医
療
を
提

供
で
き
る
よ
う
薬
剤
師
や
看
護
師

な
ど
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
体
制
充
実

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
を
取
り
巻
く

厳
し
い
環
境
に
対
応
す
る
た
め
、

地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
を
一
層

推
進
し
、
江
別
市
内
は
も
と
よ
り

南
空
知
な
ど
近
隣
地
域
の
公
的
医

療
機
関
と
連
携
を
深
め
、
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
の
機
能
向
上
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
※
公
益
財
団
法
人
日

本
医
療
機
能
評
価
機
構
に
よ
る

※
病
院
機
能
評
価
の
認
証
の
年
度

内
取
得
を
目
指
し
、一
層
の
安
心
・

安
全
、
信
頼
と
納
得
の
得
ら
れ
る

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

経
営
面
で
は
、
公
立
病
院
改
革

プ
ラ
ン
お
よ
び
江
別
市
立
病
院
経

営
健
全
化
計
画
の
重
要
課
題
で
あ

る
平
成
26
年
度
ま
で
の
不
良
債
務

解
消
に
向
け
、
収
益
の
確
保
と
不

良
債
務
の
縮
減
に
一
層
努
力
し
ま

す
。
そ
し
て
経
営
健
全
化
を
進
め

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
信
頼
さ
れ
る
地
域
の
中
核
病
院

と
し
て
の
役
割
を
着
実
に
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

財
務
課
財
務
係
☎
382-

５
１
５
１
（
内
線
２
０
０
８
）

※↓
医
療
の
質
の
向
上
と
信
頼
で

き
る
医
療
の
確
保
に
関
す
る
事

業
を
行
う
公
益
財
団
法
人
。

※↓
病
院
が
組
織
的
に
医
療
を
提
供

す
る
た
め
の
基
本
的
な
機
能
が
、

適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
評

価
す
る
こ
と
。
良
質
な
病
院
医
療

の
提
供
が
認
証
さ
れ
る
こ
と
で
、

患
者
や
地
域
住
民
の
医
療
の
質
向

上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
23
年
度
の
経
営
状
況
と
平
成
24
年
度
の

事
業
計
画
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■平成 24 年度予算と平成 23 年度予算（当初）との比較



後期高齢者医療制度

　被保険者の皆さんに納めていただく保険料は、2年ごとに保険料率を見直すことに
なっています。平成 24・25 年度の新しい保険料率は、次のとおりです。

■均等割（被保険者が等しく負担）   ■所得割（被保険者の所得に応じて負担）

平成 22・23 年度

年額 44,192 円 ▶
平成 24・25 年度

年額47,709 円

平成 22・23 年度

10.28％ ▶

■賦課限度額（1年間の保険料の上限額）
平成 22・23 年度

50 万円 ▶

（3,517 円増）

（5万円増）

（0.33 ポイント増）

平成 24・25 年度

55 万円

平成 24・25 年度

10.61％

１年間の保険料
（100 円未満切り捨て）

═ 所  得  割  額
（※所得 - 33 万円 ) × 10.61％

均  等  割  額
【1人当たりの額】
（47,709 円）

╋

●年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

※皆さんの平成 24 年度の保険料額は、
6月中旬に個別にお知らせします。

次の①～③に当てはまる被保険者の方は、保険料が軽減されます。
（軽減の内容は、平成 23 年度までと変更ありません）

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合
・33万円かつ被保険者全員が所得 0円
  （年金収入のみの場合、受給額 80 万円以下） 9割軽減

・33万円 8.5 割軽減

・33 万円＋（24 万 5千円×世帯主以外の被保険者数）
  ※単身世帯の方は該当しません。 5割軽減

・33万円 +（35 万円×世帯の被保険者数） 2割軽減

平成24年度 前年度比

4,770 円 約 300円増

7,156 円 約 500円増

23,854 円 約 1,800円増

38,167 円 約 2,800 円増

➡

所得が次の金額以下の方 軽減割合
・所得から 33 万円を引いた額が 58 万円
   以下の方 5割軽減

➡
➡
➡

●軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。●被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

（被保険者個人の所得で判定）

　この制度に加入したとき、サラリーマンなどの健
康保険の被扶養者だった方は、所得割はかからず、
均等割が 9割軽減になります。

詳細　北海道後期高齢者医療広域連合（☎ 290-5601）または医療助成課保険料収納係（☎ 381-1403）へ。　

◆市立病院職員募集　申込先・詳細　市立病院管理課総務係 　〠 067-8585　若草町 6　☎ 382-5151（内線 2006）

募集職種 試 験 日 応 募 締 切 日 受 験 資 格 年 齢 要 件 採 用 予 定 日 採用人数

助産師

看護師

第 1回：5月 7日㈪

第 2回：6月 4日㈪

第 1回：5月 1日㈫

第 2回：5月 30 日㈬

助産師・看護師

免許を有する者

昭和 48 年 4 月
2 日以降に生ま
れた方

年度途中

随時採用
若干名

※平成 23 年中の
所得になります。



平
成
24
年
度
固
定
資
産
税

法
に
よ
り
評
価
額
の
修
正
を
行
っ

て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
と
は

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1

日
現
在
、
市
内
に
土
地
・
家
屋
・

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
に

対
し
て
、
そ
の
資
産
の
価
値
に
応

じ
て
納
め
て
い
た
だ
く
税
で
す
。

　

江
別
市
の
場
合
、
市
税
収
入
の

約
4
割
を
固
定
資
産
税
が
占
め
て

い
ま
す
。

固
定
資
産
の
評
価
替
え

　

固
定
資
産
税
は
、
固
定
資
産
の

「
適
正
な
時
価
」
を
基
準
と
し
て

課
税
し
て
い
ま
す
。
本
来
で
あ
れ

ば
、
毎
年
度
評
価
替
え
を
行
っ
て

課
税
す
る
こ
と
が
税
負
担
の
公
平

に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
膨
大
な
量

の
土
地
や
家
屋
に
つ
い
て
毎
年
度

評
価
を
見
直
す
こ
と
は
実
務
上
不

可
能
で
あ
る
た
め
、
評
価
額
を
3

年
間
据
え
置
く
制
度
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
評
価
替
え
と
は
、

3
年
間
の
資
産
価
格
の
変
動
に
応

じ
て
、
評
価
額
を
適
正
な
均
衡
の

と
れ
た
価
格
に
見
直
す
制
度
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
宅
地
な
ど
の
価
格
に
つ

い
て
は
、
評
価
額
を
据
え
置
く
年

度
に
お
い
て
も
地
価
の
下
落
が
あ

り
、
評
価
額
を
据
え
置
く
こ
と
が

適
当
で
な
い
と
き
は
、
簡
易
な
方

　公示価格は、地価公示法に基づいて国土交通省が毎年公表しているもので、
北海道が毎年９月に公表する基準地価格とともに、一般の土地取引の際に価格
の目安となるものです。
　地価公示の図書（３年分）は、都市計画課、市役所大麻出張所、水道庁舎内
証明交付窓口、豊幌地区センター、情報図書館でご覧になれます。
　また、市内分については都市計画課ホームページでも公開しています。
（http://www.city.ebetsu.hokkaido.jp/kikaku/tosikeikaku/13tika/01tika.html）
　詳細　都市計画課　☎３８１－１０３８

　

都
市
基
盤
の
整
備
、
環
境
政
策
の
推
進
な
ど
、
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
る
税
金
の
ひ
と
つ
で
あ
る
固
定
資
産
税
は
、
土
地
や

建
物
な
ど
の
固
定
資
産
の
評
価
（
評
価
額
）
を
も
と
に
税
額
が
算
定

さ
れ
ま
す
。
固
定
資
産
の
評
価
は
3
年
に
一
度
見
直
さ
れ
、
平
成
24

年
度
は
こ
の
評
価
替
え
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

平成24年地価公示による公示価格（市内40か所）
が公表されました。

ら
つ
き
の
幅
を
狭
め
て
い
く
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(3)
家
屋

　

最
近
の
建
築
物
価
動
向
お
よ
び

構
法
の
変
化
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
固
定
資
産
評
価
基
準
の
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

在
来
分
家
屋
に
つ
い
て
は
、
国

が
定
め
た
再
建
築
費
評
点
補
正
率

（
標
準
家
屋
を
再
建
築
し
た
場
合

の
評
点
数
の
変
動
割
合
）
と
、
経

過
年
数
に
応
じ
た
減
点
補
正
率
と

の
乗
率
を
用
い
て
評
価
額
を
算
定

し
ま
す
。

　

今
回
の
評
価
替
え
で
は
、
建
築

物
価
の
変
動
に
よ
り
、
再
建
築
費

評
点
補
正
率
が
下
落
（
木
造
０
・

99
、
非
木
造
０
・
96
）
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
評
価
額
は
比
較
的
新

し
い
家
屋
を
中
心
に
下
が
る
見
込

み
で
す
。
た
だ
し
、
前
回
の
評
価

額
を
上
回
っ
た
場
合
は
、
据
え
置

か
れ
ま
す
。

都
市
計
画
税

　

土
地
、
家
屋
と
も
固
定
資
産
税

と
ほ
ぼ
同
様
の
改
正
が
行
わ
れ
ま

す
。

詳
細　

資
産
税
課

　
　
　

☎
381
‐
１
４
０
４

平
成
24
年
度
の
評
価
替
え

(1)
土
地

　

前
回
の
評
価
替
え
に
引
き
続

き
、
地
価
公
示
価
格
や
不
動
産
鑑

定
価
格
な
ど
の
7
割
程
度
を
基
準

に
し
て
、評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、今
回
の
評
価
替
え
で
も
、

価
格
調
査
基
準
日
（
平
成
23
年
1

月
1
日
）
以
降
、
地
価
が
下
落
し

て
い
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

に
半
年
間
の
変
動
率
を
把
握
し
、

評
価
額
の
修
正
を
行
っ
て
い
ま

す
。

(2)
土
地
の
負
担
調
整
措
置

　

課
税
の
公
平
の
観
点
か
ら
、
地

域
や
土
地
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
の

あ
る
負
担
水
準
（
評
価
額
に
対
す

る
前
年
度
課
税
標
準
額
の
割
合
）

を
均
衡
化
さ
せ
る
こ
と
を
重
視
し

た
税
負
担
の
調
整
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
負
担
水
準
の
高

い
土
地
は
税
負
担
を
引
き
下
げ
、

ま
た
は
据
え
置
く
一
方
、
低
い
土

地
に
つ
い
て
は
税
負
担
を
な
だ
ら

か
に
引
き
上
げ
、
負
担
水
準
の
ば

☎

☎



 

詳細
☎

 

札幌市

岩見沢市

市役所

南幌町

当別町

JR
※網掛け部が市街化調
整区域です。

 
縦
覧
・
閲
覧
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

閲覧制度 縦覧制度

制度概要

　固定資産税の納税義務者が、自己の所有す
る資産が記載された課税台帳を見ることがで
きる制度です。所有する土地・家屋を納税義
務者ごとにまとめた台帳（名寄帳）を閲覧す
ることができます。　

　固定資産税の納税者が、平成 24 年度の「土地価
格等縦覧帳簿」や「家屋価格等縦覧帳簿」に記載
された市内の他の土地や家屋の評価額との比較を
通じて、自己の資産の評価額の適正さを判断でき
るように設けられている制度です（償却資産は縦
覧の対象ではありません）。
　また、平成 24 年度で土地の評価額の下落修正を
行った地区の一覧表や、路線価図などもご覧にな
れます。

平 成 24 年
度分縦覧期
間および閲
覧開始日

4月 2日㈪から開始します。（土、日曜日、祝
日を除く）8時 45 分～ 17 時 15 分。

4月 2日㈪～ 5月 31 日㈭（土、日曜日、祝日を除く）
8時 45 分～ 17 時 15 分。

手数料
1件につき 250 円
ただし縦覧期間中（4月 2日～ 5月 31 日）は
現年度分に限り無料

無　　料

対　象

1固定資産税の納税義務者（個人の場合は同
居の家族を含む。法人の場合は代表者）
2納税義務者の代理人
3納税管理人
4借地人・借家人などの、土地・家屋につい
て使用や収益を目的とする権利 ( 対価が支払
われるものに限る ) がある方。ただし、権利
と関係ない土地・家屋は閲覧できません。

1固定資産税の納税者（個人の場合は同居の家族を
含む、法人の場合は代表者）
2納税者の代理人
3納税管理人
※土地を所有していない方や土地に対し課税され
ていない方は「土地価格等縦覧帳簿」を縦覧でき
ません。また、家屋を所有していない方や家屋に
対し課税されていない方は「家屋価格等縦覧帳簿」
を縦覧できません。

場　所 市役所本庁舎１階資産税課８・９番窓口。

窓口で必要なもの

個人の場合 本人であることを証明できるもの（運転免許証など）。

法人の場合 代表者印もしくは代表者印を押印した委任状（様式は任意）と代表者もしくは代理人であることを
証明できるもの（運転免許証など）。名刺などでは閲覧できません。

代理人の場
合 委任状（様式は任意）と代理人であることを証明できるもの（運転免許証など）。

納税管理人
の場合 本人であることを証明できるもの（運転免許証など）。

借地人・借
家人などの
場合

本人であることを証明できるもの（運転免許
証など）と権利関係を証明する書類など（賃
貸借契約書など）。

 

詳
細　

資
産
税
課　

☎
381
‐
１
４
０
４



☎ ☎

　

　

Ｊ
Ｒ
野
幌
駅
付
近
で
行
わ
れ
て
い
る
顔

づ
く
り
事
業
に
伴
い
、
野
幌
駅
北
側
の
Ｊ

Ａ
道
央
横
の
駐
輪
場
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
４
月
20
日
（
予
定
）
か
ら
は
増
設
し

た
野
幌
駅
西
駐
輪
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
　
建
設
部
都
心
整
備
課 

         

☎
381
‐
１
０
８
２

　

野
幌
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
の
変
更
〔
駅
前
広
場

の
一
部（
出
入
口
）や
道
路
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
〕が
、

３
月
６
日
付
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
概
要
は
、
江
別
の
顔
づ
く
り
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
細　

都
心
開
発
課  

☎
381
‐
１
０
８
６

●江別の顔づくり事業ホームページ
（http://www.city.ebetsu.hokkaido.jp/kensetsu/public/index.html）



江
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

４
月
か
ら
公
益
社
団
法
人
に

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
４
月
１
日

か
ら
「
公
益
社
団
法
人
」
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
法
令
に
基
づ
き
、
よ
り
公
益
性

の
高
い
地
域
に
密
着
し
た
事
業
を
展
開
し
ま

す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
世
帯
の
方
で
お
困
り

の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ま
ず
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
業
務
内
容
】
庭
の
草
取
り
・
草
刈
り
、
樹

木
の
剪
定
や
冬
囲
い
、
賞
状
や
宛
名
書
き
、

襖
や
網
戸
の
張
替
え
、
家
庭
教
師
、
パ
ソ
コ

ン
指
導
、
子
守
り
、
清
掃
や
福
祉
・
家
事
援

助
、
事
業
所
な
ど
で
の
軽
作
業
や
会
館
・
駐

車
場
の
管
理
業
務
な
ど
。

【
会
員
登
録
】
働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上

の
市
民
の
方
を
会
員
と
し
て
登
録
し
て
い
ま

す
。
毎
月
第
１
・
第
２
水
曜
日
の
９
時
か
ら

２
時
間
、
入
会
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

（
２
回
と
も
参
加
が
必
要
で
す
）。

会
場
・
詳
細
　
江
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
錦
町
３
‐
５
）
☎
384
‐
３
７
７
１

  

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
名
乗
り
、
直

接
一
般
家
庭
を
訪
問
し
、
庭
木
の
剪
定
な
ど

を
行
い
法
外
な
料
金
を
要
求
し
た
り
、
悪
質

な
仕
事
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、市
民
か
ら
の
依
頼
（
発
注
）

に
よ
り
会
員
を
派
遣
し
ま
す
の
で
直
接
ご
家

庭
を
訪
問
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
食
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
中
で
、
食
品
を
製
造
、
加
工

す
る
企
業
の
積
極
的
な
設
備
投
資
や

立
地
促
進
に
よ
り
市
内
経
済
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
国
の
定
め
る
範
囲

内
で
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
緑
地

面
積
率
な
ど
の
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
「（
仮
称
）
工
場
立

地
法
に
関
す
る
江
別
市
準
則
条
例

（
案
）」
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

４
月
２
日
㈪
〜
５
月
７
日
㈪

◆
条
例
（
案
）
の
公
表
場
所

企
業
立
地
課
（
市
役
所
第
二
別
館
２

階
）、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役

所
本
庁
舎
１
階
）、
市
役
所
大
麻
出

張
所
、
水
道
庁
舎
内
証
明
交
付
窓

口
、
情
報
図
書
館
、
市
民
会
館
、
中

央
公
民
館
、
野
幌
公
民
館
、
大
麻
公

民
館
、
野
幌
鉄
南
地
区
証
明
交
付
窓

口
、
豊
幌
地
区
セ
ン
タ
ー
、
江
別
商

工
会
議
所
、
江
別
工
業
団
地
協
同

組
合
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.city.

ebetsu.hokkaido.jp/kikaku/13/
index.htm

l)

に
も
掲
載
し
ま
す
。

◆
意
見
の
提
出
方
法

　

５
月
７
日
㈪
ま
で
に
住
所
・
氏

名
を
明
記
し
、
持
参
、
郵
送
（
必

着
）、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
企

業
立
地
課
ま
で
（
〠
067-

８
６
７
４

高
砂
町
６
、
381
‐
１
０
７
２
、

E
m
ail=

kigyouricchi@
city.

ebetsu.lg.jp

）。
様
式
は
任
意
で
す

が
、
電
話
で
の
ご
意
見
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

詳
細　

企
業
立
地
課

　
　
　

☎
381
‐
１
０
８
７

（
仮
称
）
工
場
立
地
法
に
関
す
る

江
別
市
準
則
条
例
（
案
）

施設名 所在地 指定管理者名 問い合わせ先
緑町老人憩の家 緑町西 1丁目 81 公益社団法人江別市シルバー人材センター
野幌老人憩の家 野幌町 60-9 特定非営利活動法人えべつ協働ねっとわーく 介護保険課（381-1067）
大麻老人憩の家 大麻中町 26-4 公益社団法人江別市シルバー人材センター
旧町村農場 いずみ野 25 江別河川防災環境事業協同組合 生涯学習課（381-1062）
都市公園 市内（226 公園） 草野作工株式会社 都市建設課（381-1045）
大麻東地区センター 大麻東町 13-11 大麻第二住区自治連合会 市民生活課（381-1018）

　

平
成
24
年
４
月
に
更
新
を
迎

え
た
６
施
設
に
つ
い
て
、
指
定

管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、「
公

の
施
設
」
の
管
理
運
営
を
民
間

事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
地
域

の
自
治
会
な
ど
に
幅
広
く
委
任

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
創
意
工
夫

に
よ
っ
て
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
管
理
運
営
の
効
率

化
、
経
費
の
縮
減
な
ど
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
昨
年
７
月
下
旬
か

ら
新
た
な
指
定
管
理
者
を
公
募

し
、
10
月
と
12
月
に
選
定
委
員

会
を
開
催
し
て
団
体
の
選
定
を

行
い
、
12
月
の
市
議
会
定
例
会

お
よ
び
１
月
の
市
議
会
臨
時
会

で
の
議
決
を
経
て
、
平
成
24
年

４
月
か
ら
の
指
定
管
理
者
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

選
定
に
関
す
る
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

詳
細　

政
策
調
整
課　

　
　
　

☎
381
‐
１
０
３
３

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た



に
近
づ
く
人
間
に
威
嚇
行
動
を
仕

掛
け
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
の
巣

を
撤
去
し
た
場
合
、
そ
の
後
に
ハ

シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
を
呼
び
込
ん
で
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
ハ
シ

ボ
ソ
ガ
ラ
ス
の
巣
は
、
撤
去
し
な

い
ほ
う
が
賢
明
と
い
え
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
巣
を
撤
去
せ
ざ
る

を
得
な
い
場
合
は
、
鳥
獣
保
護
法

に
基
づ
く
市
の
許
可
が
必
要
で

す
。

　

産
卵
や
ひ
な
の
巣
立
つ
時
期

（
５
月
〜
７
月
）
は
、親
ガ
ラ
ス

は
子
ガ
ラ
ス
を
守
る
た
め
、
威
嚇

行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
巣
に
関
し
て
無
関
心
な
人
に

対
し
て
は
敵
対
行
動
を
と
ら
な
い

傾
向
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

巣
を
見
つ
め
た
り
、
巣
に
対
し

て
棒
を
突
き
上
げ
た
り
す
る
と
、

巣
に
脅
威
を
与
え
る
人
だ
と
カ
ラ

ス
が
認
識
し
、
そ
の
人
に
対
し
て

威
嚇
行
動
を
と
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
が
引
き
金
と
な
っ
て
、

通
る
人
す
べ
て
に
神
経
質
に
な

り
、
無
差
別
な
威
嚇
に
繋
が
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
巣
立
っ
た
ば
か
り
の
カ

ラ
ス
の
幼
鳥
は
う
ま
く
飛
べ
ず
、

木
が
ま
ば
ら
な
と
こ
ろ
で
は
次
の

木
ま
で
距
離
が
あ
る
こ
と
か
ら
地

面
に
下
り
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
人
間
が
知
ら
ず
に
近
づ
く

と
幼
鳥
を
守
ろ
う
と
親
鳥
が
懸
命

に
威
嚇
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
幼
鳥
が
自
由
に
飛
べ
る

よ
う
に
な
る
と
威
嚇
行
動
は
収
ま

り
ま
す
。

●

木
の
枝
を
く
ち
ば
し
で
つ
つ
い

た
り
カ
チ
カ
チ
音
を
鳴
ら
す

●

人
に
向
か
っ
て
大
声
で
鳴
く

●

人
の
頭
上
を
鳴
き
な
が
ら
飛
び

回
る

　

子
育
て
の
時
期
は
警
戒
心
が
非

常
に
強
い
の
で
、
刺
激
す
る
よ
う

な
行
為
は
慎
み
ま
し
ょ
う
。

　

巣
や
ひ
な
の
近
く
に
行
く
と
カ

ラ
ス
は
鳴
き
声
で
警
告
し
ま
す
。

回
り
道
す
る
な
ど
巣
に
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

鳥
類
は
、
羽
に
傷
が
つ
く
お
そ

れ
の
あ
る
も
の
に
は
近
づ
か
な
い

性
質
が
あ
り
ま
す
。
声
な
ど
を
あ

げ
ず
、
速
や
か
に
そ
の
場
を
離
れ

て
く
だ
さ
い
。

　

カ
ラ
ス
は
生
ご
み
の
ほ
か
に

も
、
犬
や
猫
の
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
な

ど
を
食
料
に
し
ま
す
。
ご
み
出
し

の
マ
ナ
ー
を
守
る
と
と
も
に
、
犬

や
猫
へ
の
餌
や
り
の
都
度
、
後
始

末
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
カ
ラ
ス
へ
の
餌
付
け

は
カ
ラ
ス
を
集
め
る
こ
と
に
な
り

周
囲
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
の
で
慎

み
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
通
行
者
へ
の
カ
ラ
ス

威
嚇
防
止
の
た
め
、
巣
の
近
く
の

歩
道
沿
い
な
ど
に
事
前
呼
び
か
け

用
看
板
を
設
置
し
、
親
ガ
ラ
ス
を

刺
激
し
な
い
よ
う
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

カ
ラ
ス
の
巣
の
ご
相
談

は
、
環
境
課
自
然
環
境
担
当
☎
381

‐ 

１
０
４
６

　

市
内
に
は
、
く
ち
ば
し
が
細
く

性
質
が
大
人
し
い
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ

ス
と
、
く
ち
ば
し
が
大
き
く
比
較

的
性
質
が
荒
い
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

が
主
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
特
に

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
は
都
市
の
食
糧

事
情
を
利
用
し
て
数
を
増
や
し
て

き
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
一
部
は
巣

☎



　

市
で
は
、
引
っ
越
し
や
改
築
な

ど
で
不
要
と
な
っ
た
庭
木
、
草
花

の
受
け
取
り
を
希
望
す
る
方
へ
の

橋
渡
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

❖

樹
木
な
ど
の
名

前
、
大
き
さ
、
数
量
、
提
供
希
望

時
期
な
ど
を
環
境
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
現
地
へ
出
向
き
樹
木
を

確
認
し
緑
の
デ
ー
タ
バ
ン
ク
へ
登

録
し
ま
す
。
な
お
、
移
植
に
適
し

た
時
期
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、

斡あ
っ
せ
ん旋
時
期
に
十
分
余
裕
を
持
た
せ

て
く
だ
さ
い
。

環
境
課
で
提
供

樹
木
の
リ
ス
ト
や
写
真
を
確
認

し
、
提
供
者
と
連
絡
を
取
り
現
地

で
登
録
樹
木
を
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
同
一
樹
木
な
ど
に

対
す
る
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、

申
し
込
み
順
に
な
り
ま
す
。

❖①
掘
り
取
り
が
容
易
な
も
の
。

②
運
搬
が
容
易
な
も
の
（
お
お
む

ね
高
さ
２
ｍ
以
下
）。

❖
　

毎
年
４
月
か
ら
10
月
末
日
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）。

❖
　

移
植
の
費
用
・
労
力
な
ど
は
す

べ
て
受
取
者
の
負
担
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
樹
木
な
ど
の
掘
り
取

り
の
穴
は
な
ら
し
て
そ
の
周
囲
を

整
地
し
て
く
だ
さ
い
。

☎

　

な
お
、
斡
旋
の
登
録
は
１
年
限

り
（
再
登
録
可
）
で
す
。

　

市
で
は
庭
木
や
花
壇
・
草
花
な

ど
の
育
て
方
や
植
付
け
の
方
法
、

肥
料
の
施
し
方
、
病
虫
害
の
相
談

な
ど
を
行
う
「
緑
化
専
門
員
」
を

配
置
し
て
い
ま
す
。電
話
相
談
や
、

相
談
者
の
お
宅
を
訪
問
し
直
接
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

環
境
課
環
境
対
策
係
自
然
環
境
担

当
☎
381
‐
１
０
４
６

☎

☎



●

●☎・  

■
■
■
■水タンク有り
■農具等持参

●
●☎・
●

■
■
■
■水タンク有り
■農具等持参

●
●☎ 
●

■
■
■
■水タンク有り
■農具等持参

●

●☎・

■
■
■
■水タンク有り
■農具等一部貸し出し有り

●
●☎・
●

■
■
■
■水タンク有り
■農具等持参

　

江
別
市
「
ま
ち
」
と
「
む
ら
」

の
交
流
推
進
協
議
会
の
貸
し
農
園

は
、
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

一
区
画
33 

㎡
〜
165
㎡
で
５
千
円

〜
２
万
２
千
円
。
本
格
的
に
農
業

を
や
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ

ど
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
プ
ラ
ン
タ
ー
の

家
庭
菜
園
で
は
物
足
り
な
い
と
考

え
て
い
る
方
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

家
族
で
お
い
し
く
新
鮮
な
野
菜
づ

く
り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

申
込
方
法
や
利
用
条
件
は
、
直

接
各
農
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

●

●☎・

■
■
■
■水道設備有り
■農具等持参

さ
い
。

　

貸
し
農
園
の
場
所
に
つ
い
て

は
、
市
の
農
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.ebetsu.

hokkaido.jp/agri/agri_index.
htm
l

）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。　

江
別
市
「
ま
ち
」
と
「
む

ら
」
の
交
流
推

進
協
議
会
事

務
局
（
農
業
振

興
課
内
☎
381

‐
１
０
２
５
）

•
•
•

•

•

〠 ☎



（表）（裏）

　

市
で
は
、
ご
み
・
資
源
物
収
集

日
カ
レ
ン
ダ
ー
（
平
成
24
年
10
月

〜
25
年
９
月
）
へ
有
料
で
広
告
を

掲
載
す
る
「
広
告
主
」
を
募
集
し

ま
す
。

　

本
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
る
燃
や
せ
る
ご
み
な
ど

の
収
集
日
を
掲
載
し
た
も
の
で
、

９
月
に
市
内
全
世
帯
に
配
布
す
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
家
庭
内

で
掲
示
さ
れ
る
な
ど
、
長
期
間
に

わ
た
る
広
告
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

企
業
や
商
店
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

４
月
16
日
㈪
か
ら
５
月
31
日
㈭

ま
で
（
必
着
）

①
掲
載
位
置

　

カ
レ
ン
ダ
ー
（
Ａ
４
縦
版
／
カ

ラ
ー
印
刷
）
両
面
下
段

②
募
集
枠
数

　

４
枠
（
表
裏
各
２
枠
。
１
枠
あ

た
り
縦
４
㎝
×
横
９
㎝
）

③
最
低
広
告
掲
載
料

　

６
万
３
千
円
（
１
枠
あ
た
り
）。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
申
込
掲
載

料
が
高
い
順
に
４
枠
決
定
し
ま

す
。

　

生
活
環
境
部
環
境
室
減
量
推
進

課
（
工
栄
町
14
‐
３
）、
市
役
所

本
庁
舎
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
掲
載
で
き
な
い
広
告
や

業
種
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

減
量
推
進
課

　
　
　

☎
383-

４
２
１
１

　

〠

　 ☎



ごみ ごみ ごみ 43号43号

●
処
理
の
方
法

　

ラ
イ
タ
ー
・
ス
プ
レ
ー
缶
は
、「
危

険
ご
み
」
と
し
て
無
料
収
集
し
て
い

ま
す
。
で
き
る
だ
け
使
い
切
り
、
そ

れ
ぞ
れ
中
身
が
見
え
る
別
袋
に
入
れ

て
「
資
源
物
・
危
険
ご
み
」
の
収
集

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

充
電
式
電
池
は
、「
市
で
は
収
集

し
な
い
ご
み
」
に
な
り
ま
す
の
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
協
力
店
へ
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。環

境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
㈱
エ
コ
ク
リ
ー
ン
江
別　

業
務
課
）

☎
391
‐
0
4
2
2

環境クリーンセンターからのお願い
　ごみの中にライター・スプレー缶などの「危険ごみ」や、市では収集しない充電式電池が
紛れ込むと、施設機器類の破損や発火などの原因となりトラブルが生じます。
　ごみを出す前にもう一度確認をして、不適正なものは出さないよう注意しましょう。
　また、環境クリーンセンターに直接搬入することもできません。

ごみ・資源物は、
朝９時までに

　収集車がごみステーションに到着する時間
は、その日のごみ・資源物の量や天候・交通状
況により変動します。
　収集を終えた後にごみステーションに出され
たごみは、そのまま残り、周囲の環境悪化につ
ながります。
　ごみや資源物は収集日当日
の朝９時までにごみステー
ションに出してください。

廃棄物対策課
☎ 383‐4217



テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
こ
と

が
、
条
例
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

共
同
住
宅
を
建
築
す
る
際
に

は
、
市
と
事
前
協
議
の
う
え

「
専
用
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

◆
カ
ラ
ス
の
被
害
を
防
ぐ
に
は

①
シ
ー
ト
な
ど
で
覆
っ
て
、
ご
み
が
直
接

見
え
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
袋
に
入
れ
る
際
に
、
生
ご
み
が
外
か
ら

見
え
な
い
よ
う
に
工
夫
す
る
。

③
ネ
ッ
ト
は
、
ご
み
全
体
を
包
み
込
む
よ

う
に
使
用
す
る
。

な
ど
の
工
夫
が
有
効
で
す
。

　

市
で
は
数
年
前
か
ら
「
カ
ラ
ス
除よ

け

サ
ー
ク
ル
」
の
紹
介
を
し
て
お
り
、
利
用

し
て
い
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
効
果

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
サ
ー
ク
ル
」
の
作
り
方
や
使
用
方
法

に
つ
い
て
の
出
前
講
座
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
定
期
間
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

貸
し
出
し
も
し
て
い
ま
す
（
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
）
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

廃
棄
物
対
策
課

☎
383
‐
4
2
1
7

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

カ
ラ
ス
対
策

地
域
清
掃
の

ご
み
の
出
し
方

　

自
治
会
な
ど
の
地
域
清
掃
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
美
化
活
動

な
ど
に
よ
り
発
生
し
た
「
公
共

ご
み
」
は
、
次
の
方
法
で
回
収

し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
「
燃

や
せ
る
ご
み
」「
燃
や
せ
な
い

ご
み
」
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

○
少
量
の
場
合

　

公
共
ご
み
袋
（
各
自
治
会
に

配
布
し
て
あ
り
ま
す
）
に
入
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
収
集
日
の
朝
９
時

ま
で
に
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
多
量
の
場
合

　

市
で
直
接
収
集
し
て
い
ま
す
。

事
前
に
実
施
日
・
実
施
内
容
な

ど
を
お
知
ら
せ
の
う
え
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
以
外
の
場
所
に

集
積
し
て
く
だ
さ
い
（
任
意
の

袋
で
可
）。

※
地
域
清
掃
が
集
中
す
る
時
期

は
、
ご
希
望
の
日
時
に
回
収
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
お
願
い

　

土
や
砂
は
処
理
で
き
ま
せ
ん
。

抜
い
た
草
な
ど
に
多
量
の
土
や

砂
が
付
着
し
て
い
る
と
、
回
収
・

処
理
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
取
り
除
く
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
許
可
業
者
に
依
頼

　

直
接
運
び
入
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
許
可
業
者
に

ご
み
の
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
（
有
料
）。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

江
別
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合
（
☎
385

‐
7
1
2
4
）

○
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

　
出
す
と
き
は
数
回
に
分
け
て

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す

場
合
は
、
日
程
に
余
裕
を
も
っ

て
、
少
量
ず
つ
数
回
に
分
け
て

出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細

廃
棄
物
対
策
課

☎
383
‐
4
2
1
7

共
同
住
宅
に
は
専
用
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
を

の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
設
置
義
務
は
既

存
の
共
同
住
宅
に
も
適
用
さ
れ

ま
す
の
で
、
す
で
に
共
同
住
宅

を
所
有
し
て
い
て
専
用
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て
い
な

い
場
合
は
、
早
急
に
設
置
を
お

願
い
し
ま
す
。

詳
細

廃
棄
物
対
策
課

☎
383
‐
4
2
1
7

お
間
違
い
な
く
〜

「
ご
み
処
理
券
」と

「
大
型
ご
み
処
理
シ
ー
ル
」

　

指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
ご

み
を
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

す
際
は
、
大
き
さ
に
応
じ
て
80

円
か
160
円
の
「
ご
み
処
理
券
」

を
使
用
し
ま
す
。

　
「
ご
み
処
理
券
」
は
、
大
型

ご
み
に
使
用
す
る
「
大
型
ご
み

処
理
シ
ー
ル
」
と
は
別
の
も
の

で
す
。

　
「
大
型
ご
み
処
理
シ
ー
ル
」

が
貼
ら
れ
た
ご
み
は
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
も
収
集

し
ま
せ
ん
の
で
、
購
入
の
際
は

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、「
分
別
の
手
引

き
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
細

清
掃
管
理
課

☎
383
‐
4
1
9
6

詳
細

廃
棄
物
対
策
課

☎
383
‐
4
2
1
7

引
っ
越
し
ご
み
の
処
理

　

引
っ
越
し
な
ど
で
多
量
の
ご

み
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
を
一
度
に
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
す
と
、
他
の
利
用

者
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
で
は

引
っ
越
し
な
ど
の
多
量
ご
み
は

収
集
し
て
い
ま
せ
ん
。

○
再
利
用
で
ご
み
を
減
ら
そ
う

　

使
え
る
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
や
知
人
に
引
き
取
っ

て
も
ら
う
な
ど
し
て
、
ご
み
に

出
す
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
も
「
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ン
ク

（
江
別
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同

組
合
☎
385
‐
7
1
2
4
）
」
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

○
多
量
の
ご
み
を
処
理
す
る
場
合

①
自
分
で
処
理
施
設
に
搬
入

　
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
と
「
燃

や
せ
な
い
ご
み
」
を
あ
ら
か
じ

め
分
け
て
、
ご
自
分
で
環
境
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
八
幡
122
☎

391
‐
0
4
2
2
）に
直
接
運
び
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
有

料
）。
料
金
は
重
量
に
よ
り
精
算

し
ま
す
の
で
、
指
定
ご
み
袋
や

ご
み
処
理
券
・
大
型
ご
み
シ
ー

ル
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

4
戸
以

上
の
ア
パ

ー
ト
・
マ

ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
共

同
住
宅
に

は
、
敷
地

内
に
専
用

の
ご
み
ス



税・証明福祉・医療子育て・教育環境土地・住宅 税・証明福祉・健康子育て・教育

税
・
証
明

夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口

●
夜
間
納
税
窓
口　

日
時
／
毎
週
木
曜
日
20
時
ま
で（
祝
日
除
く
）。

●
日
曜
納
税
窓
口　

日
時
／
4
月
29
日
㈰
10
時
〜
15
時
。

場
所
・
詳
細

納
税
課（
市
役
所
本
庁
舎
12
番
窓
口
）

☎
381

・

1
0
1
3

夜
間
証
明
交
付
窓
口

日
時
／
毎
週
火
・
木
曜
日
17
時
15
分
〜
20
時（
祝

日
除
く
）。
場
所
／
市
民
課（
市
役
所
本
庁
舎

1
階
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
）。

●
夜
間
窓
口
で
受
け
付
け
す
る
証
明

　

住
民
票（
広
域
交
付
を
除
く
）、印
鑑

証
明
、
戸
籍
全
部（
個
人
）事
項
証
明

な　
　

ど

。
転
出
届
や
転
入
届
な
ど
の
異
動

届
は
お
受
け
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
本
人
確
認
書
類

　

次
の
い
ず
れ
か
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

①
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
写
真
付
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
官
公
署
が
発
行

し
た
顔
写
真
付
き
の
書
類
／
1
点
。
②
健

康
保
険
証
、
生
活
保
護
受
給
者
証
、
年
金
手

帳
、学
生
証（
写
真
付
き
）、社
員
証（
写
真
付

き
）な
ど
の
書
類
／
2
点
。

●
電
話
予
約
が
必
要
な
証
明

　

所
得
証
明
、課
税
証
明
、納
税
証
明
な

ど
は
市
民
税
課
へ
要
予
約
。

詳
細

市
民
課
市
民
係
☎
381
・
1
0
2
0

市
民
税
課
市
民
税
係
☎
381
・
1
0
1
2

福
祉
・
健
康

手
話
講
習
会

講
習
期
間
／
5
月
10
日
㈭
〜
12
月
18
日

㈫（
開
講
式
5
月
10
日
㈭
18
時
45
分
〜
）。

会
場
／
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
錦

町
14-

87
）。
対
象
／
市
内
に
在
住
・

在
学
・
在
勤
の
高
校
生
以
上
の
方
。

申
込
方
法
／
手
話
講
習
会
受
講
希
望
、

コ
ー
ス
名
、希
望
の
時
間
、住
所
、電
話

番
号
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、性
別
、生
年

月
日
、
過
去
の
受
講
歴
の
有
無（
有
の

場
合
は
そ
の
内
容
）を
記
入
し
、
4
月

13
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
は
が
き
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
。

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
手
話
通
訳
者
養
成
講
座
の
み
、
選
考

会（
面
接
）を
4
月
19
日
㈭
18
時
45
分

に
実
施
。
選
考
会
に
出
席
で
き
な
い
方

は
、
受
講
不
可
。
希
望
者
が
少
数
の
場

合
は
、開
講
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
先
・
詳
細

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

〠067-8674

高
砂
町
6　

☎
381
・
1
0
3
1

381
・
1
0
7
3

fukushi@
city.ebetsu.lg.jp

視
覚
障
が
い
者

生
活
訓
練
講
習
会

　　

目
の
不
自
由
な
方
を
対
象
に
、
日
常

生
活
に
必
要
な
訓
練（
点
字
、
機
織
り
、

歩
行
訓
練
な
ど
）を
行
い
ま
す
。
視
覚

障
が
い
者
同
士
の
情
報
交
換
の
場
に
も

な
り
ま
す
。
無
料

日
時
／
4
月
17
日
㈫
〜
12
月
の
原
則

第
1
・
第
3
火
曜
日（
全
16
回
）、
10
時

〜
15
時
。
会
場
／
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー（
錦
町
14-

87
）。
定
員
／
10

人
程
度
。
申
込
方
法
／
4
月
13
日
㈮

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
。
締
め
切
り

後
も
途
中
参
加
の
受
付
可
。

申
込
先
・
詳
細

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
381
・
1
0
3
1

障
が
い
者
手
帳
の
住
所
・
氏
名

変
更
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の

方
が
、
住
所･

氏
名
の
変
更
を
し
た
場

合
は
、手
続
き
が
必
要
で
す
。

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
／
①
現
在
お

持
ち
の
障
が
い
者
手
帳（
身
体
障
害
者

手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
）。
②
印
鑑
。
※
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が
、

札
幌
市
ま
た
は
道
外
か
ら
転
入
す
る
場

合
の
み
、
写
真（
縦
4
㎝
×
横
3
㎝
）1

枚
が
必
要
で
す
。

申
請
先
・
詳
細

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
381
・
1
0
3
1

コース名 日　時 料　金
（テキスト代）

入門コース
※初心者の方。

毎週火曜日
昼の部 10:00 ～ 12:00
毎週木曜日
夜の部 18:45 ～ 20:45

1,200円

基礎コース
※入門コース修了の方、ま
たは同等レベルの方。

毎週火曜日
夜の部 18:45 ～ 20:45 1,470円

手話通訳者養成講座
※手話通訳を目指す方。
※基礎講座以上を修了の
方または同等のレベル
の方。

毎週木曜日
夜の部 18:45 ～ 20:45 2,700円

1204えべつお知らせ.indd   18 12/03/21   12:16



その他講座・催し物スポーツ 消防募集講座・催し物 募集・その他 消防

自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
）

の
申
請

　　

精
神
疾
患
の
た
め
通
院
が
必
要
な
方

の
医
療
費
の
一
部
を
公
費
で
負
担
し
ま

す
。
原
則
と
し
て
医
療
費
の
1
割
が
自

己
負
担
と
な
り
ま
す（
所
得
に
応
じ
て

上
限
額
あ
り
）。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
事
前

に
申
請
が
必
要
で
す
。
有
効
期
限
は
1

年
で
、
期
限
の
3
か
月
前
か
ら
更
新
の

手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

氏
名
・
住
所
・
保
険
証
・
医
療
機
関
・

薬
局
が
変
更
に
な
る
場
合
も
、
事
前
に

手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
請
書
類
／
①
自
立
支
援
医
療
申
請

書
。
②
診
断
書（
所
定
の
様
式
。
更
新

時
、不
要
と
な
る
場
合
あ
り
）。
③
健
康

保
険
証
。
④
住
民
税
の
課
税
証
明
書

（
省
略
で
き
る
場
合
あ
り
）。
⑤
住
民
税

が
非
課
税
世
帯
の
方
で
、
遺
族
年
金
・

障
害
年
金
お
よ
び
非
課
税
収
入
が
あ
る

方
は
、本
人
の
収
入
額
が
分
か
る
も
の
。

⑥
印
鑑
。

申
請
先
・
詳
細

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
381
・
1
0
3
1

自
立
促
進
交
通
費
の
申
請

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
所
持

者
、精
神
障
が
い
回
復
者
で
、自
立
を
目

的
に
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
に
通
っ
て

い
る
方
に
、
交
通
費
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す（
通
所
す
る
施
設
に
よ
っ
て

は
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
あ
り
）。

受
付
期
間
／
後
期
分（
平
成
23
年
10

月
〜
平
成
24
年
3
月
分
）を
4
月
11
日

㈬
ま
で
。
助
成
額
／
実
際
に
支
払
っ

た
交
通
費
の
2
分
の
1
。
申
請
書
類

／
①
心
身
障
が
い
者
自
立
促
進
交
通
費

助
成
申
請
書（
通
所
先
の
証
明
が
必
要
）。

②
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
な
い
方
は
不

要
）。
③
定
期
券
を
利
用
し
て
い
る
方
は

定
期
券
の
写
し
。
④
印
鑑
。
※
申
請
書
は

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
で
配
布
し
て
い

る
ほ
か
、市
HP
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

申
請
先
・
詳
細

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
381
・
1
0
3
1

元
気
の
達
人
養
成
講
座

　

元
気
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
こ

と
を
学
ん
で
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
／
3
日
間
と
も
受
講
で
き
る
65

歳
以
上
の
方
で
、
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
。

日
程
／
①
5
月
11
日
・
18
日
・
25
日
の

金
曜
日
。
②
5
月
17
日
・
24
日
・
31
日

の
木
曜
日
。

時
間
／
10
時
〜
12
時
。

会
場
／
①
元
町
地
区
セ
ン
タ
ー（
元
町

１-

２
）。
②
野
幌
公
会
堂（
野
幌
代
々

木
町
54
）。

定
員
／
①
②
15
人
。
先
着 

申
込
締
切
／
①
4
月
27
日
㈮
。

②
5
月
11
日
㈮
。

申
込
先
・
詳
細

①
江
別
第
一
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
389
・
4
1
4
4

②
野
幌
第
一
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
381
・
2
9
4
0

地
域
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

補
助
金

　　

こ
の
補
助
金
制
度
は
、
市
内
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
地
域
健
康
づ
く

り
推
進
員
と
と
も
に
健
康
の
保
持
増
進

や
疾
病
の
予
防
の
た
め
に
行
う
事
業
や

講
演
会
、研
修
会
な
ど
に
対
し
て
、1
事

業
10
万
円
を
限
度
と
し
て
補
助
金
を
交

付
し
、
市
民
と
地
域
の
健
康
づ
く
り
の

推
進
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

5
月
末
日
ま
で
申
請
受
付
を
行
い
、申

請
内
容
を
審
査
し
、
今
年
度
の
補
助
事
業

を
決
定
し
ま
す
。
6
月
以
降
も
予
算
の

執
行
状
況
に
よ
っ
て
は
随
時
申
請
を
受

付
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
詳
細

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
385
・
5
2
5
2
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忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

国
保
の
手
続
き

　　

国
民
健
康
保
険（
以
下
、国
保
）は
、お

勤
め
先
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て

い
な
い
方
や
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

適
用
に
よ
り
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
方
は

必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
保
の
加
入
に
は
、
窓
口
で
の
届
出

が
必
要
で
す
。
す
で
に
国
保
へ
加
入
さ

れ
て
い
る
方
が
、
勤
務
先
の
健
康
保
険

な
ど
に
加
入
さ
れ
た
場
合
に
も
届
出
が

必
要
で
す
。
手
続
き
は
、
加
入
や
脱
退

な
ど
の
日
よ
り
14
日
以
内
に
、
次
の
証

明
書
な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●
国
保
に
加
入
す
る
場
合

　

社
会
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
な　

　

ど

。

●
国
保
を
や
め
る
場
合

　

社
会
保
険
資
格
取
得
証
明
書
な　

　

ど（
国

保
保
険
証
＋
加
入
し
た
健
康
保
険
証
対

象
者
分
で
も
可
能
）。

※
内
容
や
加
入
さ
れ
る
方
に
よ
り
、
お

持
ち
い
た
だ
く
も
の
が
異
な
り
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細

国
保
年
金
課
国
保
賦
課
係

☎
381
・
1
0
2
8

国
民
年
金
学
生
納
付

特
例
申
請
を
忘
れ
ず
に

　   

在
学
中
に
保
険
料
を
納
め
る
の
が
難

し
い
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
を
猶

予
し
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る

こ
と
が
で
き
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
度
の
申
請
の
受
け
付
け

は
、
4
月
か
ら
翌
年
4
月
ま
で
で
す
。

申
請
す
る
際
は
、
年
金
手
帳
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
と
印
鑑
、
学
生
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の（
学
生
証

ま
た
は
在
学
証
明
書
）を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
特
例
の
期
間
は
、
在
学
中
で
あ

れ
ば
最
長
で
年
度
内
の
3
月
ま
で
で
、

毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。
な
お
、
会

社
を
退
職
し
、
学
生
な
ど
に
な
っ
た

場
合
は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
な
ど
の
公
的
機
関
の
証
明
書
が
必

要
で
す
。 

　

申
請
手
続
き
を
行
わ
ず
、
保
険
料
も

納
め
な
け
れ
ば
、
在
学
中
の
事
故
や
病

気
で
障
が
い
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
将
来

の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
く

な
っ
た
り
、
減
額
さ
れ
た
り
し
ま
す
の

で
、必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

詳
細

国
保
年
金
課
年
金
係
☎
381
・
1
0
2
8

　
　
　

                                                       

子
育
て
・
教
育

巡
回
児
童
相
談

　

子
ど
も
の
し
つ
け
、言
葉
の
遅
れ
、成

長
発
達
確
認
、心
身
の
問
題
、学
校
生
活

に
お
け
る
人
間
関
係
の
不
適
応
な
ど
に

関
す
る
相
談
を
、
児
童
福
祉
司
な
ど
専

門
の
相
談
員
が
受
け
ま
す
。

日
時
／
5
月
14
日
㈪
10
時
〜
17
時
。

会
場
／
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
錦

町
14-

87
）。
主
催
／
北
海
道
中
央
児

童
相
談
所
。
申
込
方
法
／
4
月
9
日

㈪
ま
で
に
電
話
申
込
。

申
込
先
・
詳
細

子
ど
も
家
庭
課
内
家
庭
児
童
相
談
室

☎
381
・
1
2
3
6

「
中
学
生
の
ふ
れ
あ
い
授
業
」で

赤
ち
ゃ
ん
モ
デ
ル
募
集
！

　　

赤
ち
ゃ
ん
と
生
徒
が
ふ
れ
あ
う
こ
と

で
、命
の
大
切
さ
、赤
ち
ゃ
ん
に
つ
い
て

考
え
る「
中
学
生
の
ふ
れ
あ
い
授
業
」

に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
赤
ち
ゃ
ん
と
お

母
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

日
程
／
6
月
と
11
月
の
2
回
。
時
間

／
3
時
限
目（
お
お
む
ね
10
時
25
分
〜

11
時
）。
会
場
／
野
幌
公
会
堂
も
し
く

は
江
別
第
二
中
学
校
。
内
容
／
3
学

年
の
授
業
に
参
加
し
、
中
学
生
と
交
流

し
た
り
質
問
に
答
え
た
り
し
ま
す（
赤

ち
ゃ
ん
は
、
ぐ
ず
っ
て
も
眠
っ
て
も
大

丈
夫
！
）。
対
象
／
生
後
3
か
月
〜
生

後
9
か
月
の
乳
児
と
お
母
さ
ん
。
定

員
／
各
回
12
組
程
度
。
申
込
方
法
／

直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
。

申
込
先
・
詳
細

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
く
す
く

☎
381
・
1
9
2
0

地
域
子
育
て
サ
ロ
ン

　

0
歳
児
〜
幼
稚
園
入
園
前
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者
が
、
他
の
家
族
や
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
交
流
し
、
遊
べ
る
場
で

す
。
当
日
直
接
会
場
へ
。
無
料

時
間
／
10
時
〜
12
時
。

詳
細

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
す
く
す
く

☎
381
・
1
9
2
0

親
子
に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

　

お
も
ち
ゃ
な
ど
で
楽
し
く
遊
び
自
由

に
過
ご
せ
る
場
で
す
。
お
子
さ
ん
は
名

サロン名 会　場 4月 5月
サロンみはらし 見晴台自治会館 見晴台 54-5 10日㈫ 8日㈫
サロンさなえ 早苗集会所 上江別東町 15-3 11日㈬ 9日㈬
サロンおおあさ 大麻西地区センター 大麻沢町 26-2 17日㈫ 22日㈫
サロンあさひ 区画整理記念会館 朝日町 11-12 6日㈮ 11日㈮
民生委員児童委員が運営するサロン 4月 5月

サロンいずみ野 いずみ野自治会館 いずみ野 1-7
☎ 384-2378  三橋（ミツハシ） 2日㈪ 7日㈪

あそびのひろば 東野幌青少年会館 野幌東町 62-3
☎ 384-4474  斉藤

6日㈮
20日㈮

4日（金・祝）
18日㈮
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その他講座・催し物スポーツ 消防募集講座・催し物 募集・その他 消防

札
を
つ
け
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
／
入
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護

者
。
無
料 

時
間
／
10
時
〜
11
時
30
分
。

平
成
24
年
度 

江
別
市
奨
学
資
金

の
申
し
込
み

　
応
募
要
件
／
市
内
に
住
所
を
有
し
、次

の
全
て
の
項
目
に
該
当
す
る
方（
所
得

審
査
あ
り
）。

・
高
等
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
方
。

・
学
費
の
支
出
が
困
難
な
方
。

・
向
学
心
に
富
む
方
。

募
集
人
員
／
若
干
名
。
※
決
定
者
に
は

在
籍
校
を
通
し
6
月
上
旬
に
通
知
。

貸
付
額
／
公
立
高
等
学
校
…
月
額
8
千

円
。
私
立
高
等
学
校
…
月
額
1
万
8
千

円
。
貸
付
期
間
／
高
等
学
校
在
学
中
。

返
還
方
法
／
貸
付
期
間
終
了
後
、10
年

以
内
で
返
還（
無
利
子
）。
申
込
期
間

／
4
月
2
日
㈪
〜
27
日
㈮
。
※
申
込
期

間
終
了
後
も
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
詳
細

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

☎
381
・
1
0
5
8

消　

防

患
者
等
搬
送
乗
務
員
資
格
講
習

　

救
急
車
を
利
用
す
る
ほ
ど
の「
緊
急

で
は
な
い
」「
入
院
や
通
院
、
転
院
の
た

め
」な
ど
の
場
合
に
広
く
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
民
間
の
救
急
車（
患
者
等

搬
送
事
業
者
）の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
患
者
等
搬
送
乗
務
員
資
格
講
習
を

10
月
中
に
開
催
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
に
事
業
所
を
有
し
、患
者
等

搬
送
事
業
の
認
定
を
希
望
す
る
事
業
者

も
し
く
は
そ
の
従
業
員
の
方
。

内
容
／
3
日
間（
1
日
8
時
間
）の
講
習
。

申
込
方
法
／
事
前
に
所
定
の
テ
キ
ス
ト

の
購
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
6
月

29
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み
。

申
込
先
・
詳
細

消
防
本
部
警
防
課
救
急
高
度
化
担

当
☎
382
・
5
4
3
1

春
の
全
道
火
災
予
防
運
動
が

始
ま
り
ま
す
！

　
●
全
国
統
一
防
火
標
語　

　

　

消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で

　

も
う
一
度　

●
運
動
期
間 

4
月
20
日
㈮
〜
30
日
㈪

　

火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、そ
の
発
生
を
防
止
し
、死

傷
事
故
や
財
産
損
失
の
防
止
を
目
的
に

実
施
し
ま
す
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
は

　

設
置
済
み
で
す
か
？

　

平
成
23
年
6
月
1
日
よ
り
全
て
の
住

宅
に
設
置
が
必
要
で
す
。
ま
だ
の
方
は

早
急
に
設
置
し
、
住
宅
防
火
安
全
対
策
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

　

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
3
つ
の
習
慣
】
①
寝
た
ば
こ
は
、
絶

対
に
や
め
る
。
②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え

や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。
③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば

を
離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

【
4
つ
の
対
策
】
①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ

た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。
②
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。
③
火
災
を
小
さ
い
う

ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど

を
設
置
す
る
。
④
お
年
寄
り
や
身
体
の

不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

詳
細

消
防
署
予
防
課
☎
382
・
5
4
3
0

救
命
講
習
参
加
者
の
募
集

　

近
年
、
事
業
所
な
ど
に
お
い
て
Ａ
Ｅ

Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）が
設
置

さ
れ
て
い
る
施
設
が
増
え
て
い
ま
す
。

消
防
署
で
は
今
年
度
か
ら
新
た
に
4
時

間
の
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の

講
習
は
特
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
ま
た
は
設

置
を
予
定
し
、
使
用
頻
度
が
高
い
と
想

定
さ
れ
る
事
業
所
な
ど
に
対
し
国
が
推

奨
す
る
も
の
で
す
。
一
般
の
方
も
受
講

可
能
で
す
。
無
料

日
時
／
5
月
19
日
㈯
13
時
〜
17
時
。

会
場
／
消
防
本
部
多
目
的
ホ
ー
ル（
野

幌
代
々
木
町
80-

８
）。

内
容
／
講
義（
応
急
手
当
の
重
要
性
と

必
要
性
）、
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
、
異
物
除
去
法
、
止

血
法
、
筆
記
試
験
、
実
技
試
験
。
※
資
器

材
を
共
有
し
ま
す
の
で
、
発
熱
や
か
ぜ
症

状
な
ど
で
体
調
不
良
の
方
は
、
実
技
講
習

に
参
加
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

対
象
／
市
内
に
在
住
・
在
学
・
在
勤
で
、

中
学
生
以
上
の
方
。

定
員
／
30
人
。

申
込
方
法
／
4
月
9
日
㈪
か
ら
電
話

申
込（
9
時
〜
17
時
）。
先
着  

そ
の
他
／
修
了
証
交
付
な
ど
の
た
め
、

氏
名
、生
年
月
日
、住
所
、電
話
番
号
を

お
聞
き
し
ま
す
。

申
込
先
・
詳
細

消
防
署
救
急
課
救
急
係

☎
382
・
5
4
6
5

会　場 4月 詳　細
にこにこ
東野幌

野幌鉄南地区センター
東野幌本町 62-1 19日㈭ 子育て支援センター わかば

☎ 383-7732
にこにこ
豊幌

豊幌地区センター
豊幌 686-10 20日㈮ 子育て支援センター すくすく

☎ 381-1920

にこにこ
野幌

野幌公民館
野幌町 13-6 24日㈫ 子育て支援センター ゆうあい

☎ 384-0332

にこにこ
大麻

大麻東地区センター
大麻東町 13-11 27日㈮ 子育て支援センター もりのこ

☎ 387-8819

江別市自治会連絡協議会・江別市民憲章推進協議会

4月22日㈰4月22日㈰4月22日㈰4月22日㈰4月22日㈰4月22日㈰

全市一斉
清掃の日

冬あか一掃運動の日
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税・証明福祉・医療子育て・教育環境土地・住宅 税・証明福祉・健康子育て・教育

各
種
試
験
の
お
知
ら
せ

1
第
1
回
消
防
設
備
士
試
験

　

甲
種（
第
1
類
〜
5
類
）と
乙
種（
第

1
類
〜
7
類
）の
消
防
設
備
士
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

2
第
1
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

甲
種
・
乙
種（
第
1
類
〜
6
類
）・
丙
種

の
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日
／
①
②
と
も
6
月
3
日
㈰
。

試
験
地
／
札
幌
市
ほ　

　

か

。

申
込
方
法
／
書
面
申
請
は
4
月
18
日

㈬
〜
26
日
㈭
の
間
に
申
し
込
み
。
願
書

は
消
防
署
、消
防
署
各
出
張
所
で
配
布
。

電
子
申
請
は
4
月
15
日
㈰
〜
23
日
㈪

の
間
に
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

http://w
w
w
.shoubo-shiken.

or.jp/

へ
。

詳
細

消
防
署
予
防
課
☎
382
・
5
4
3
0

1
は
消
防
署
予
防
課
消
防
設
備
担

当
、2
は
消
防
署
予
防
課
危
険
物
係

募
集
・
そ
の
他

事
務
事
業
評
価
表
を
公
表
し
ま
す

　

平
成
24
年
度
の
各
事
務
事
業
の
方
向

性
を
評
価
し
た
事
務
事
業
評
価
表
を
市

役
所
本
庁
舎
1
階
の
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
と
情
報
図
書
館
で
公
表
し
ま
す
。

　

開
か
れ
た
市
政
を
実
現
す
る
た
め

に
、
市
が
前
年
度
に
行
っ
た
各
事
業
の

結
果
・
成
果
に
基
づ
き
、さ
ま
ざ
ま
な
視

点
で
検
討
を
行
い
、
新
年
度
の
方
向
性

に
つ
い
て
評
価
し
た
結
果
を
公
開
す
る

も
の
で
、市
HP
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
細

企
画
政
策
部
政
策
調
整
課

☎
381
・
1
0
3
3

自
治
会
に
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

自
治
会
に
加
入

す
る
と
、
会
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
定
期
的

に
回
覧
板
を
回
す

こ
と
で
、
地
域
周
辺

の
最
新
情
報
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
身
の
回

り
の
苦
情
・
要
望
を
地
域
全
体
の
声
と

し
て
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

加
入
に
つ
い
て
は
、
ご
近
所
の
区
・

班
長
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
区
・

班
長
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
細

江
別
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
事
務

局（
市
民
生
活
課
市
民
活
動
係
内
）

☎
381
・
1
0
1
8

水
道
メ
ー
タ
の
取
り
替
え

　

皆
さ
ん
の
家
や
会
社
に
設
置
さ
れ
て

い
る
水
道
メ
ー
タ
は
、
計
量
法
に
よ
り

8
年
間
の
有
効
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
水
道
部
で
は
期
間
満
了
ま
で

に
水
道
メ
ー
タ
の
取
り
替
え
を
行
っ
て

い
ま
す
。
対
象
と
な
る
お
宅
や
会
社
へ

は
、
事
前
に
水
道
部
が
委
託
し
た
業
者

が
伺
い
、
取
り
替
え
方
法
の
説
明
や
日

程
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
後
、
取
り
替

え
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

取
り
替
え
の
費
用
は
無
料
で
す
。
な

お
、
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
破
損
や
そ
の

他
修
繕
が
必
要
な
場
合
に
は
ご
相
談
の

う
え
、
皆
さ
ん
に
費
用
負
担
を
お
願
い

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

打
ち
合
わ
せ
に
伺
う
業
者
は
、
写
真

付
き
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
着
用
し
、
水

道
部
発
行
の
証
明
書
を
持
参
し
て
い
ま

す
が
、
不
審
・
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、水
道
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

工
期
／
4
月
〜
平
成
25
年
1
月
ま
で

の
予
定
。

詳
細

水
道
部
営
業
セ
ン
タ
ー
給
排
水
・

検
査
担
当
☎
385
・
4
9
8
9

冬
期
の
認
定
料
金
を
精
算
し
ま
す

　

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
は
、
現

行
料
金
を
維
持
す
る
た
め
、
使
用
実
績

を
も
と
に
し
た
見
込
水
量（
認
定
水
量
）

で
3
か
月
間
料
金
を
毎
月
い
た
だ
き
、

4
か
月
ご
と
の
検
針
で
料
金
を
精
算
し

て
い
ま
す
。

　

冬
期
の
積
雪
に
よ
り
、
屋
外
の
地
下

式
水
道
メ
ー
タ
の
検
針
が
で
き
な
い
ご

家
庭
や
事
業
所
は
、
認
定
水
量
で
料
金

を
い
た
だ
く
期
間
が
通
常
よ
り
さ
ら
に

4
か
月
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、家
族
数
が
増
減
し
た
り
、融
雪
槽
に

水
道
水
を
使
用
し
た
り
す
る
な
ど
、
使

用
状
況
の
変
動
に
よ
り
、
認
定
水
量
と

実
際
の
使
用
水
量
と
の
間
に
差
が
生

じ
、
精
算
月（
検
針
す
る
月
）の
料
金
が

前
月
の
料
金
に
比
べ
、
一
時
的
に
多
く

な
っ
た
り
、
反
対
に
料
金
を
お
返
し
し

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

認
定
水
量
は
概
算
で
す
の
で
、
出
産

や
進
学
な
ど
に
よ
る
使
用
人
数
の
変
化

や
、
長
期
不
在
な
ど
で
使
用
水
量
の
変

動
が
見
込
ま
れ
る
と
き
に
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

詳
細

水
道
部
営
業
セ
ン
タ
ー
料
金
担
当

☎
385
・
4
9
8
7

自
衛
官
の
募
集

●
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

応
募
資
格
／
①
22
歳
以
上
26
歳
未
満

の
方
。　

②
28
歳
未
満
で
大
学
院
修
士

課
程
を
修
了
し
た
方
。　

③
20
歳
以
上

22
歳
未
満
で
大
学
卒
業（
見
込
み
含
む
）

ま
た
は
外
国
に
お
け
る
学
校
を
卒
業
し

検針月 地　　区
4·8·12月 大麻全域、文京台

5·9·1月

条丁目、緑町、萩ヶ岡、王子、一番町、弥生町、工栄町、東光町、
上江別、上江別東町、上江別西町、上江別南町、ゆめみ野南町、
ゆめみ野東町、江別太、萌えぎ野西、萌えぎ野中央、萌えぎ野
東、豊幌、豊幌花園町、豊幌美咲町、豊幌はみんぐ町、角山、元
野幌、東野幌、西野幌、高砂町

6·10·2月
野幌松並町、野幌末広町、野幌住吉町、野幌代々木町、元江別、
若草町、元町、牧場町、元江別本町、見晴台、対雁、元野幌の一部、
中央町、野幌寿町、野幌屯田町、野幌美幸町、新栄台、文京台東
町、文京台南町、文京台緑町、向ケ丘、幸町、錦町、いずみ野

7·11·3月
野幌町、美原、篠津、中島、八幡、野幌東町、東野幌町、東野幌本
町、朝日町、あけぼの町、野幌松並町の一部、野幌末広町の一部、
野幌代々木町の一部、東野幌の一部、錦町の一部、緑ケ丘、西野
幌の一部、あさひが丘、野幌若葉町
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その他講座・催し物スポーツ 消防募集講座・催し物 募集・その他 消防

た
場
合
で
大
学
卒
業
に
相
当
す
る
と
認

め
ら
れ
る
方
。
申
込
方
法
／
4
月
27

日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み
。

●
自
衛
官
候
補
生（
任
期
制
自
衛
官
）

応
募
資
格
／
採
用
予
定
月
の
1
日
現

在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方
。
申
込

方
法
／
年
間
を
通
じ
て
受
け
付
け
。

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
希
望
さ
れ
る
場
合

な
ど
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い（
平

日
11
時
〜
17
時
。
土
・
日
・
祝
日
希
望

の
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）。

申
込
先
・
詳
細

江
別
地
域
事
務
所（
野
幌
町
40-

15
Ｇ

＆
Ｔ
ビ
ル
2
階
）
☎
383
・
8
9
5
5

副
葬
品
の
自
粛
に
ご
協
力
を
！

　

火
葬
す
る
と
き
に
柩
の
中
に
入
れ
る

副
葬
品
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
や
火

葬
炉
の
故
障
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。

　

柩
の
中
に
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
化
学
繊

維
製
品（
お
も
ち
ゃ
、
洋
服
、
人
形
な　

　

ど
）、
ガ

ラ
ス
・
金
属
製
品（
ビ
ン
、眼
鏡
、時
計
な　

　

ど
）、

危
険
物（
ラ
イ
タ
ー
な　

　

ど

）、
燃
え
に
く
い
も

の（
果
物
、
書
籍
な　

　

ど
）を
入
れ
な
い
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細

市
民
生
活
課
生
活
衛
生
係

☎
381
・
1
0
1
8

講
座
・
催
し
物

コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公

民
館
で
活
動
し
て
い
る
団
体
の
体
験
講

習
会
や
見
学
会
を
行
い
ま
す
。
ほ
か
に

も
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
お
茶
会
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
4
月
20
日
㈮
、
21
日
㈯
10
時
〜

16
時
。

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　

コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
と
同
時
開
催
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
出
店
者
を
募
集

し
ま
す
。

日
時
／
4
月
20
日
㈮
、
21
日
㈯
9
時
30

分
〜
12
時
30
分
、13
時
〜
16
時（
準
備
・

撤
収
の
時
間
を
含
む
）。
定
員
／
50
組
。

先
着 

料
金
／
300
円
。
申
込
方
法
／

4
月
7
日
㈯
か
ら
料
金
を
添
え
て
直
接

申
込（
9
時
30
分
〜
17
時
）。

会
場
・
詳
細

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
中
央

公
民
館
全
館
☎
382
・
2
3
7
6 

創
作
食
器
展

●
家
族
で
囲
む
食
卓
〜
団だ
ん

欒ら
ん

の
ひ
と
と
き
〜

　

道
内
で
活
動
す
る
陶
芸
家
が
、
家
族

で
囲
む
食
卓
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
テ
ー
ブ

ル
ウ
ェ
ア
を
演
出
・
展
示
し
ま
す
。
本

展
は
、
想
い
の
こ
も
っ
た
器
を
使
う
こ

と
で
、食
の
お
い
し
さ
、家
族
の
絆
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
食
卓
の
場
を
創
造

し
、提
案
し
ま
す
。
な
お
、展
示
作
品
は

購
入
予
約
が
で
き
ま
す
。

期
間
／
4
月
21
日
㈯
〜
5
月
13
日
㈰

9
時
30
分
〜
17
時（
最
終
入
場
16
時
30

分
）。
料
金
／
大
人
300
円（
240
円
）、小
・

中
学
生
150
円（
120
円
）。（　

）内
は
20
人

以
上
の
団
体
。
身
障
者
手
帳
受
給
者
は

無
料
。

会
場
・
詳
細

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
385
・
1
0
0
4

ア
ロ
マ
で
遊
ぼ
う
！

自
然
の
恵
み
で
香
水
づ
く
り

　　

好
き
な
香
り
を
選
ん
で
、
香
水
作

り
！ 

ア
ロ
マ
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

日
時
／
4
月
22
日
㈰
。
①
10
時
〜
12

時
。
②
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
。

対
象
／
中
学
生
以
上
。
定
員
／
各
回

15
人
。
先
着 

講
師
／
白
川
真
弓
さ
ん
。

料
金
／
700
円
。
申
込
方
法
／
4
月
8

日
㈰
か
ら
電
話
申
込（
9
時
〜
17
時
）。

会
場
・
申
込
先
・
詳
細

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
385
・
1
0
0
4

子ども映画会（10:30～）

4/8 ㈰ ファーブル昆虫記 1
ハチのなかまたち

4/14 ㈯ とうさんまいご

4/15 ㈰ にじいろのさかな
～ゆうじょうへん～

4/21 ㈯ バッグス・バニー　vol.1
4/22 ㈰ スプーンおばさん１
4/29 ㈰ どうぶつ宝島

5/6 ㈰ トムとジェリー　vol.2

日曜映画会（13:30～）

4/8 ㈰ ＮＨＫ　新漢詩紀行　第４巻
戦乱１／戦乱２

4/15 ㈰ 五木寛之の百寺巡礼　第四巻
東北・山陰・山陽その三

4/22 ㈰ 100 年インタビュー　小澤征爾　
～西洋音楽と格闘した半世紀～

4/29 ㈰ 月面基地建設 2020

5/6 ㈰ 雨月物語

名作映画会（13:30～）
4/21 ㈯ 若草の頃

本館

おはなし
コーナー

4/10㈫・17㈫・24㈫、5/1㈫
10：30～11：30

4/19㈭・26㈭ 
10：30～11：30

4/21㈯10:30～11:30

2階ビデオ
視聴室

4/28㈯　※おはなし会スペシャル
14:00～15:00

江別分館 中央公民館
２階

4/12㈭・26㈭、5/3㈭ 
10:30～11:30
4/20㈮10:30～11:30

4/7㈯・14㈯・28㈯、5/5㈯ 
14:00～15:00
4/21㈯10:30～11:30

大麻分館 大麻公民館
１階

4/12㈭・19㈭・26㈭ 
10:30～11:30

※おおむね未就学児～小学校低学年までの内容です。

ボランティアのおはなしサークル

オリオンの帯 4/21㈯14:00～15:00 本館
おはなし
コーナーおはなし

ポケット 4/28㈯10：30～11:30

映画会（情報図書館事業）

おはなし会（情報図書館事業）

会場／情報図書館2階ビデオ視聴室
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税・証明福祉・健康子育て・教育

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
陶
芸
体
験

　

初
心
者
を
対
象
に
粘
土
500
ｇ
を
使

い
、
手
び
ね
り
ま
た
は
板
づ
く
り
で
制

作
。
作
品
は
当
セ
ン
タ
ー
で
乾
燥
・
釉

掛
け
・
焼
成
し
、後
日
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時
／
5
月
3
日（
木
・
祝
）
10
時
〜
12

時
。
対
象
／
小
学
生
以
上（
小
学
校
低

学
年
は
保
護
者
同
伴
）。
定
員
／
30
人
。

先
着 

料
金
／
700
円（
材
料
費
含
む
）。

申
込
方
法
／
4
月
19
日
㈭
か
ら
電
話

申
込（
9
時
〜
17
時
）。

会
場
・
申
込
先
・
詳
細

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
385
・
1
0
0
4

ね
ん
ど
花
の

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

　　

特
殊
な
樹
脂
粘
土
を
使
っ
て
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
作
り
ま
す
。
母
の
日
の

贈
り
物
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

日
時
／
5
月
6
日
㈰
①
10
時
〜
12
時
。

②
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
。

対
象
／
小
学
生
以
上（
小
学
校
低
学
年

は
保
護
者
同
伴
）。
定
員
／
各
回
8
人
。

先
着 
講
師
／
ね
ん
ど
の
花
ル
レ
ー

ブ
・
フ
ル
ー
ル　

冨
田
小
夜
子
さ
ん
。

料
金
／
700
円
。
申
込
方
法
／
4
月
21

日
㈯
か
ら
電
話
申
込（
9
時
〜
17
時
）。

会
場
・
申
込
先
・
詳
細

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
385
・
1
0
0
4

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室（
6
日
間
）

　

W
indow

s7

を
使
用
し
た
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
5
コ
ー
ス
開
催
し
ま
す
。

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
文
書

作
成
、表
計
算
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
入

門
、電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信
な　

　

ど

。

対
象
／
6
日
間
の
全
て
に
参
加
で
き

る
満
20
歳
以
上（
受
講
日
現
在
）の
方
。

定
員
／
各
10
人
。
1
コ
ー
ス
が
定
員

の
半
数
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
。

抽
選　

※
初
め
て
の
方
優
先
。
4
月

20
日
㈮
11
時
か
ら
公
開
抽
選
を
行
い
ま

す（
結
果
は
当
選
者
へ
の
み
郵
送
）。

料
金
／
2
千
円（
教
材
費
含
む
）。
講

習
初
日
に
支
払
い
。
申
込
方
法
／
4

月
13
日
㈮
〜
17
日
㈫
10
時
〜
17
時
ま

で
に
電
話
か
直
接
申
込
。

会
場
・
申
込
先
・
詳
細

情
報
図
書
館
☎
384
・
0
2
0
2

エ
ポ
ッ
ク
講
習
会

　

エ
ポ
ッ
ク（
江
別

パ
ソ
コ
ン
利
用
研
究

会
）
の
会
員
を
講
師

に
迎
え
て
行
い
ま

す
。

日
時
／
5
月
13
日

㈰
13
時
〜

16
時
。

内
容
／

ワ
ー
ド
初
級
〜

イ
チ
か
ら
は
じ
め
る
ワ
ー
ド
。

対
象
／
日
本
語
入
力
の
で
き
る
方
。

定
員
／
10
人
。
抽
選 

4
月
20
日
㈮
11

時
か
ら
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す（
結
果

は
当
選
者
へ
の
み
郵
送
）。
申
込
方
法

／
4
月
12
日
㈭
10
時
〜
17
時
ま
で
の
間

に
電
話
か
直
接
申
込
。

会
場
・
申
込
先
・
詳
細

情
報
図
書
館
☎
384
・
0
2
0
2

子
ど
も
学
芸
員
カ
レ
ッ
ジ

受
講
生
募
集

　　

博
物
館
の
専
門
職
員「
学
芸
員
」の

仕
事
を
体
験
し
た
り
、土
器
作
り
や
、史

跡
巡
り
を
す
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
江

別
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

日
時
／
5
月
12
日
〜
11
月
10
日
の
土

曜
日（
全
10
回
）。
9
時
〜
12
時（
時
間

は
講
座
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
）。

対
象
／
小
学
3
年
生
〜
6
年
生
。

定
員
／
20
人
。
先
着 

料
金
／
無
料 

た
だ
し
、
5
月
19
日
の

み
材
料
費
500
円
が
必
要
。

申
込
方
法
／
4
月
14
日
㈯
か
ら
電
話

ま
た
は
直
接
申
込
。

申
込
先
・
詳
細

郷
土
資
料
館
☎
385
・
6
4
6
6

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
電
動
ロ
ク
ロ
体
験

　

電
動
ロ
ク
ロ
に
触
っ
て
み
た
い
方
に

向
け
た
体
験
講
座
で
す
。
市
内
在
住
の

陶
芸
家
、
北
川
智
浩
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
、
粘
土
3
㎏
を
使
っ

て
練
習
し
、
お
茶
碗
1
個
分
を
焼
成
し

ま
す
。
エ
プ
ロ
ン
持
参
。

日
時
／
5
月
13
日
㈰
10
時
〜
13
時
。

対
象
／
小
学
4
年
生
以
上
。

定
員
／
7
人
。
先
着 

料
金
／
千
円
。

申
込
方
法
／
4
月
24
日
㈫
か
ら
電
話

コース 日　程 時　間

1 5月8日㈫・9日㈬・10日㈭・
15日㈫・16日㈬・17日㈭

10：15～12：15

2 13：30～15：30

3 5月22日㈫・23日㈬・24日㈭・
29日㈫・30日㈬・31日㈭

10：15～12：15

4 13：30～15：30

5 5月9日㈬・10日㈭・16日㈬・
17日㈭・23日㈬・24日㈭ 19：00～21：00
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申
込（
9
時
〜
17
時
）。

会
場
・
申
込
先
・
詳
細

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
385
・
1
0
0
4

え
べ
つ
自
然
散
歩
講
座

●
道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座

　

森
林
公
園
内
を
散
策
し
な
が
ら
江
別

の
自
然
を
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
5
月
15
日
㈫
9
時
30
分
〜
11

時
30
分
。野
幌
森
林
公
園
大
沢
口
集
合
・

解
散
。
内
容
／
森
の
樹
の
花
、草
の
花
。

定
員
／
一
般
20
人
。
先
着 

料
金
／

300
円（
当
日
持
参
）。
講
師
／
自
然
解

説
員　

住
吉
光
子
さ
ん（
変
更
の
場
合

あ
り
）。
申
込
方
法
／
4
月
24
日
㈫
か

ら
電
話
ま
た
は
直
接
申
込（
9
時
30
分

〜
17
時
）。

申
込
先
・
詳
細

野
幌
公
民
館
☎
382
・
2
4
1
4

「
合
唱
団
え
ぽ
あ
」団
員
募
集

　
「
合
唱
団
え
ぽ
あ
」で
は
、
現
在
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
毎
年
3
月
の
定

期
演
奏
会
の
ほ
か
、
市
内
外
の
各
種
行

事
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
音
楽
好
き

の
仲
間
と
と
も
に
、
楽
し
く
歌
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象
／
小
学
5
年
生
〜
高
校
3
年
生

ま
で
の
女
子
。
練
習
日
時
／
原
則
と

し
て
第
2
・
3
・
4
土
曜
日
10
時
〜
12

時（
練
習
時
間
は
変
更
に
な
る
場
合
あ

り
）。
練
習
場
所
／
え
ぽ
あ
ホ
ー
ル
リ

ハ
ー
サ
ル
室
、大
麻
公
民
館
研
修
室
ほ　

　

か

。

詳
細

え
ぽ
あ
ホ
ー
ル
☎
387
・
3
1
2
0

屯
田
資
料
館
の
夏
季
開
館

　

屯
田
資
料
館（
野
幌
屯
田
兵
第
二
中

隊
本
部
）は
4
月
29
日
㈰
〜
11
月
3
日

㈯
ま
で
の
毎
週
土･
日･
祝
日
を
夏
季

開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間
／
9
時
30
分
〜
17
時（
入
館

は
16
時
30
分
ま
で
）。
料
金
／
大
人
100

円
。
小･

中
学
生
50
円
。

詳
細

郷
土
資
料
館
☎
385
・
6
4
6
6

野
幌
屯
田
兵
屋
の
夏
季
開
館

　

湯
川
公
園
内
の
野
幌
屯
田
兵
屋
は
5

月
〜
9
月
ま
で
毎
月
1
回
第
4
土
曜
日

に
夏
季
開
館
し
ま
す
。
無
料

日
時
／
5
月
26
日
、
6
月
23
日
、
7
月

28
日
、
8
月
25
日
、
9
月
22
日
の
土
曜

日
。
9
時
30
分
〜
16
時
。

詳
細

郷
土
資
料
館
☎
385
・
6
4
6
6

蒼そ
う

樹じ
ゅ

大
学
入
学
願
書
の

締
め
切
り
迫
る
！

　
日
時
／
基
本
的
に
月
1
回
、
第
1
木
曜

日
10
時
〜
14
時
30
分（
多
少
の
変
更
あ

り
）。
会
場
／
主
に
野
幌
公
民
館
で
学

習
。
料
金
／
年
間
3
千
200
円（
予
定
）。

※
そ
の
他
専
攻
講
座
に
よ
り
別
途
負
担

の
場
合
あ
り
。
入
学
資
格
／
市
内
在

住
の
満
65
歳
以
上（
4
月
1
日
現
在
）

で
、
学
習
意
欲
の
あ
る
方
。
※
す
で
に

蒼
樹
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
方
は
再
入
学

で
き
ま
せ
ん
。
申
込
方
法
／
所
定
の

入
学
願
書（
市
教
育
庁
舎
、
市
役
所
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、各
公
民
館
、情
報
図

書
館
、市
役
所
大
麻
出
張
所
、総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
4
月
11
日
㈬
ま
で
に
郵
送

（
必
着
）ま
た
は
持
参
。
抽
選　

申
込
先
・
詳
細

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

〠067-0074　

高
砂
町
24-

６

☎
381
・
1
0
6
2

◉
休
館
日

◆
情
報
図
書
館
／
月
曜
日
。
1
日
図
書
整

理
日
で
27
日
㈮
は
終
日
休
館
。

◆
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
郷
土

資
料
館
／
月
曜
日（
30
日
を
除
く
）、
5
月

1
日
㈫
。

◆
各
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・

え
ぽ
あ
ホ
ー
ル
と
も
に
月
曜
日
。

◉
月
曜
開
館

◆
市
内
三
公
民
館
・
コ
ミ
セ
ン
・
文
化

ホ
ー
ル
は
今
年
度
も
10
月
は
月
曜
日
に

開
館
い
た
し
ま
す
。
利
用
申
込
を
受
け

付
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

市民スポーツの日（個人利用のみの日）
市民体育館       4/29（日・祝）
大麻体育館  4/30（月・振）・5/5㈯
青年センター  4/15㈰     
東野幌体育館  4/29（日・祝）・5/6㈰    

5月分クラブ利用受付
市民体育館 4/17㈫ 18：30～
大麻体育館 4/18㈬　９：00～
青年センター 4/20㈮ 18：00～
東野幌体育館 4/19㈭ 18：30～

5月分屋外体育施設使用受付
飛烏山 ･あすか ･石狩川河川敷の施設
4/18㈬ 18：30～青年センター
大麻中央 ･西 ･東公園の野球場
4/23㈪ 18：00～大麻体育館

レクリエーション広場
市民体育館　4/11・18・25、5/2
全て水曜日13:00～15:30
※ミニバレー、ミニテニスとバウンドテニ
スの一般開放。体育館使用料は必要。

体育館の閉館日
市民体育館　4/16㈪は施設安全点
検日のため17:00に閉館。
大麻体育館　4/16㈪は施設安全点
検日のため12:00に閉館。
青年センター　4/16㈪は施設安全
点検日のため17:00に閉館。
東野幌体育館　4/16㈪は施設安全
点検日のため16:00に閉館。

プールの利用時間
青年センター　10:00～20:00
4/16㈪は施設安全点検日のため
10:00～16:30。

そのほか屋外施設
あけぼのパークゴルフ場
☎382-8900
森林キャンプ場　☎389-6493
または両施設とも指定管理者エコ・グ
リーン事業協同組合　☎391-1515
　利用期間　5／1㈫～10／31㈬

体育施設の利用案内

オープン
します！
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その他講座・催し物スポーツ 消防募集

いきいきセンター
さわまち

公民館教室

 市内在住で60歳
以上の方。

 4月16日（月）～
20日（金）までに、電話または
直接申込。 抽選

 いきいきセンター
さわまち　所大麻沢町５-６　
☎387-5111
※1　陶芸教室１・２は同じ内容になります。
※2　各教室の開講式に集金します。

 市内在住の初心者の方１人１教室（追加募集の場合は、重複受講も可）。
 料金のほかに、教材としてプリントを作成するときは印刷代の実費がかかります。
 4月13日㈮～ 15日㈰ 9：30～ 17：00の間に直接各公民館へ申し
込みください。定員を超えた場合は事前に連絡し、4月21日㈯に公開抽選を実施。
定員に満たない教室は4月22日㈰から追加募集（先着順）を行います。
 各公民館。

対象

申込方法
料金

詳細

※1　10月までの半年間のみの受講もできます。　　※2　半年の場合は半額となります。

   教　室　名    曜 日 ・ 時 間       料　金    定員
手作りパン＆お菓子作り（11回） 第 2木曜日　9:30 ～ 12:30 2,000円　教材費 1回 1,500円 24人

幼児学級ひばり
（３歳以上の幼児と保護者が対象） 第 1・3水曜日　10:00 ～ 12:00 教材費年 1,200円 20組

   教　室　名    曜 日 ・ 時 間        料　金    定員
季節のお菓子作り※1（11回） 第 2金曜日　9:30 ～ 12:00 2,000円※2　教材費 1回 1,000円 24人

ハーブ＆アロマ教室（11回） 第 3木曜日　10:00 ～ 12:00 2,000円　教材費 1回 1,000円 20人

   教　室　名    曜 日 ・ 時 間       料　金    定員

太極拳教室（15回分） 5～ 9月の水曜日（5月第 3水曜日から
月 3回）　18:30 ～ 20:30 3,000円 30人

幼児学級さくらんぼ
（３歳以上の幼児と保護者が対象） 第 2・4水曜日　10:00 ～ 12:00 教材費年 1,200円 20組

　　教室名      曜 日 ・ 時 間      料金※2    定員

陶芸教室１※1（10回） 5月 18日㈮～ 9月 21日㈮
第 1・3・5金曜日　13:30 ～ 15:30 4,150円 20人

陶芸教室２※1（10回） 5月 10日㈭～ 9月 27日㈭
第 2・4木曜日　13:30 ～ 15:30 4,150円 20人

ヨガ教室（10回） 5月 16日㈬～ 9月 19日㈬
第 1・3・5水曜日　10:30 ～ 12:00 2,000円 30人

健康体操教室 １（20回） 5月 9日㈬～ 9月 26日㈬　
毎週水曜日　14:00 ～ 15:00 3,000円 30人

健康体操教室 ２（10回） 5月 15日㈫～ 9月 18日㈫
第 1・3・5火曜日　14:00 ～ 15:00 2,000円 30人

七宝教室（10回） 5月 14日㈪～ 9月 24日㈪
第 2・4月曜日　10:00 ～ 12:00　

8,000円
1講目 5,000円
6講目 3,000円

16人

押花教室（12回） 5月 8日㈫～ 11月 13日㈫
第 2・4火曜日　10:00 ～ 12:00

2,000円　
他材料費 24人

対象

申込方法

申込先・詳細

中央公民館
3条5丁目11
☎382-2376

野幌公民館
野幌町13-6
☎382-2414

大麻公民館
大麻中町26-7
☎387-3315



■□
　

／
5
月
12
日
㈯
10
時
〜
17
時

30
分
（
休
憩
1
時
間
30
分
）。

／
同
大
学
札
幌
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

（
札
幌
市
中
央
区
北
3
条
西
7
丁

目
緑
苑
ビ
ル
4
階
㈱
Ｓ
Ｃ
Ｃ
内
）。

／
同
大
学
経
営
情
報
学
部 

中

村
正ま

さ
み巳
教
授
。

／
千
円
。

／
大
学
生
・
一
般
15
人
（
先
着
）。

／
昼
食
。
当
日
は
身
体
ほ
ぐ

し
な
ど
も
あ
る
の
で
、
軽
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

／
4
月
16

日
㈪
〜
27
日
㈮
。

※
教
員
免
許
状
更
新
講
習
と
の
合
同

開
催
と
な
り
ま
す
。

　

講
座
名
・
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
・
道
民
カ
レ
ッ
ジ

手
帳
番
号
（
お
持
ち
の
方
の
み
）
を

記
入
し
、
往
復
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
同
大
学

教
務
課
（
公
開
講
座
担
当
）（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
9
時
〜
17
時
45
分
、
☎ 

385
‐
４
４
２
７
、　

385
‐
４
４
３
３
、

hiukouza@
do-johodai.

ac.jp

）
へ
。

□

　

日
本
は
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
、

誰
も
が
認
知
症
と
無
縁
で
過
ご
せ
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
病
気
の
正

し
い
理
解
と
早
期

発
見
・
早
期
治
療

の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
、

最
新
情
報
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。

／
4
月
21
日

㈯
14
時
〜
15
時
30
分
。

／
江
別

市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
錦
町

14
‐
87
）。

／
江
別
脳
神
経
外

科 

院
長 

高
村
幸
夫
氏
。

／

無
料
。

　

 

同
会 

☎
387
‐
５
６
５
７

（
水
・
木
10
時
〜
15
時
）。

受講料
（円）

14,000

14,000

14,000

14,000

15,000

13,500

期間
回数

4/17 ㈫ ~
全 13 回

4/18 ㈬ ~
全 13 回

4/11 ㈬ ~
全 13 回

4/10 ㈫ ~
全 13 回

4/12 ㈭ ~
全 13 回

4/11 ㈬ ~
全 14 回

4/13 ㈮ ~
全 13 回

講　師

ロバート・
ヒギンズ
さん

チェ・チョン
アさん

キム・ミファ
さん

ブライアン・
バーンズさん

ジュリアス・ジ
リンスカスさん

時     間

10:15 ~11:25

13:20 ~14:20

14:30 ~15:30

18:00 ~19:00

19:10 ~ 20:10

10:00 ~11:00
11:10 ~12:10

18:30 ~19:30

19:40 ~20:40 
16:30 ~17:20

17:30 ~18:20

曜日

火

水

水

火

木

水

金

クラス

初中級

初中級

中級

初中級

新入門

初級
続入門

初級

初中級
ｸﾗｽ ①

ｸﾗｽ ②

講 座 名

国際交流員の
英会話

韓国語講座

韓国語講座

夜間英会話

小学生の
英会話

　
♦会場 / 江別国際センター　（東野幌本町 7-4）。
♦定員 / いずれも 15 人（先着）。人数により開講できない場合あり。
♦申込・詳細    同センター  ☎ 381-1111 （祝日を除く月～金曜日10時～ 16時）。

　

／
4
月
15
日
㈰
11
時
〜
15

時
。

／
市
民
会
館
ホ
ワ
イ
エ
・

小
ホ
ー
ル
。

／
100

店
。
ア
マ
チ
ュ
ア
限
定
。

／

2
千
500
円
。
1
区
画
約
2
×
2
㍍
。

／
4
月
7
日
㈯
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
出
店
希
望

日
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
番
号
、
職
業
、
主
な
出
店

物
、希
望
区
画
数
を
記
入
し
て
郵
送
。

／
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

返
信
は
が
き
に
は
宛
名
を
記
入
し
、

裏
面
に
は
何
も
記
載
し
な
い
こ
と
。

　

日
本
リ
サ
イ
ク
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
え
べ
つ
〠
067
‐

０
０
７
４
高
砂
町
10
‐
14
、
☎
・

 

385
‐
２
９
１
７

／
4
月
14
日
㈯
13
時
開
場
、

13
時
30
分
開
演
。

／
江
別
河
川

防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
2
階
会
議
室
。

／
戒え

び
す
た
に谷
侑ゆ

き
お男
さ
ん
（
シ
ィ
ビ
ー

ツ
ア
ー
ズ
社
長
）。

／
50
人（
先
着
）。

※
講
師
と
の
質
疑
応
答
の
ほ
か
、
参

加
者
も
石
狩
川
を
活
用
し
た
街
づ
く

り
の
案
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
ま

す
。   

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
080
‐

５
５
８
８
‐
９
６
３
１
（
米
田
）



 　
□●

昭
和
57
年
4
月
2
日
〜
平
成
3
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
者
。

●
平
成
3
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ

の
者
で
、
①
大
学
を
卒
業
し
た
者
お

よ
び
平
成
25
年
3
月
ま
で
に
大
学
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者
。
②
人
事
院

が
①
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
者
。

◉4
月
2
日
㈪
9
時
〜
12
日
㈭
（
受
信

有
効
）。

◉

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

◉

／
6
月
10
日
㈰
、（
基

礎
能
力
試
験
・
専
門
試
験
。

◉

／
7
月
17
日
㈫
〜
7
月

24
日
㈫
の
う
ち
指
定
す
る
日
。

  

札
幌
国
税
局 

人
事
第
二
課 

人

事
専
門
官 

（
☎
231
‐
５
０
１
１
、
内
線

２
３
１
５
）
ま
た
は
札
幌
東
税
務
署
総

務
課
（
☎ 

897
‐
６
１
１
１
）。

 　
□◉4

月
2
日
㈪
〜
9
日
㈪
。

◉

／
4
月
29
日
㈰
。

　このタイトルは、「えべつ市民健康
づくりプラン 21」の重点プログラム
の一つです。
　朝食の欠食率は 7 ～ 14 歳で男子
5.8％、女子 6.0％（平成 21 年国民健
康調査結果）であり、成長期にある
子どもたちにとって、朝食を取らな
いなどの食生活の乱れは、大きな問
題と言えます。
　脳にとっての唯一のエネルギー源
はブドウ糖です。就寝中は何も口に
していないため、朝起きたときは、
血糖値が低い状態で、脳にストック
されているブドウ糖も限られていま
す。朝食を食べないと脳の活動に必
要なブドウ糖が不足し、体温も上が
らず、昼間の活動量や集中力が低下
してしまうのです。
　文科省の報告によれば、全国学力・
学習状況調査でも、朝食を食べる子
と、食べない子では成績にも差が出

ているとのことです。
　また、朝食を食べることは、体の
リズムを整える働きもあり、このリ
ズムが乱れると、肥満のリスクが高
まるという報告もあります（平成 21
年度全国体力・運動能力、運動習慣
等調査）。

　「朝食は食べているから大丈夫！」
という方も多いでしょう。では、そ
の内容はどうですか？
　脳のエネルギーはブドウ糖だから
と、パンにジャム、ドーナツ、菓子
パンなど主食のみではありませんか。
　ある調査によれば、「朝食におかず
が少ない子」は、記憶力、空間認知力、
作業力などの認知機能が低い傾向が
みられたそうです。

　脳の機能を高めるためには、卵や
豆類、肉類、野菜などのおかずを一
緒に食べる、つまりバランスよく食
べることが重要なのです。
　バランスの良い朝食を食べている
子どもは筋肉量が多く、体力もある

という調査結果もあり
ますし、集中力がアッ
プし、疲労感も少ない
ようです。
　市では、昨年 12 月
に江別市食育計画を策
定しました。その中で

も、規則正しい食習慣を身につける
ことを目標に掲げています。
　よい食習慣の基礎をつくる成長期
の子どもの朝食について、また、一
日のスタートとなる大人にとっても
大切な朝食について、見直してみま
せんか。

◉

／
5
月
27
日
㈰
、

6
月
6
日
㈬
〜
15
日
㈮
、

5
月
29
日
㈫
〜
6
月
15
日
㈮
。

□◉

4
月

10
日
㈫
〜
19
日
㈭
。

◉

／
6
月
17
日
㈰
。

◉

／
7
月
18
日
㈬
〜
8

月
6
日
㈪
。

□◉

6
月

26
日
㈫
〜
7
月
5
日
㈭
。

◉

／
9
月
9
日
㈰
。

◉

／
10
月
18
日
㈭
〜
25

日
㈭
。

◉
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日 程 時  間 対　象 持 ち 物 料  金
4月11日 ㈬、27 日㈮ 13:15 ～ 15:00 1 歳から就学前までのお子さん 母子手帳、歯ブラシ、コップ、タオル フッ素 800 円

項 目 助 成 対 象 留 意 事 項
胃・肺・大腸がん 受診日現在 40 歳以上の方

職場で検診を受ける機会のない市民が対象。受診の際は
健康保険証をお持ちください。実施医療機関については、
「広報えべつ 4月号」に折り込みの「江別けんしんだより」
をご覧いただくか、保健センターまでお問い合わせくだ
さい。

子宮がん 受診日現在 20 歳の方および 21 歳以上で元号の生
まれ年が偶数年の方（例：昭和 22・24・26・・）

乳がん

受診日現在 40 歳の方および 41 歳以上で元号の生
まれ年が偶数年の方（例：昭和 22・24・26・・）
注意【対象外となる方】①医療機関で、乳腺の経過観察
中の方や乳腺疾患で治療中の方、②豊胸手術を受けてい
る方、③心臓にペースメーカーを入れている方

○　

○　

診療時間　内科・小児科 9:00 ～ 17:00/ 外科系 9:00 ～翌朝 9:00　（■印の医療機関は診療時間が異なります。）
※都合により変更される場合があります。新聞紙上または北海道救急医療情報案内センター（フリｰダイヤル 0120-20-8699､ 272-
8699､ 携帯電話からは 011-221-8699）､ 江別市消防本部 (☎ 382-5453）、江別医師会のホームページでご確認ください。

□
☎

□
☎

□ 　 ☎

□ ☎ □ 　 ☎

□ ☎
■ ☎ □ 　 ☎

□ ☎
■ 　 ☎ ■ 　 ☎

□ ☎ □ 　 ☎

□ ☎
□
☎

□ 　 ☎

　 ☎ □ 　 ☎

□ ☎
□ ☎

■ 　 ☎

□
☎ □ 　 ☎

□ ☎ □ 　 ☎

 ※ ☎

※ 特に記載があるものを除いて、会場・詳細は保健センター（若草町 6-1☎ 385-5252）です。
○　

送  

迎  

バ  

ス  

検  

診

日　程 受 付 期 間 出発場所・出発時間  料 金 （　）は国保加入者 留 意 事 項

5 月    8 日㈫ 4月 9日㈪ ～
　　　　23 日㈪ 市役所正面玄関前（8:00 出発）

胃がん  1,000円（500円）
肺がん　 300円（200円）
大腸がん500円（300円）
子宮がん頸部
1,000円（500円）
子宮がん頸部・体部
1,500円（800円）
乳がん40~49歳
1,400円（700円）
乳がん50歳以上
1,200円（600円）

※子宮がん・乳がん検診は１つでも受診
できます。それ以外は複数でお申し込み
ください。

申込・会場 /北海道対がん協会
　　札幌市東区北 26条東 14 丁目 1-15    
受付時間 / 平日 9:00~17:00 　
     　　　　  第 1・第 3土曜日 9:00~12:20

5 月 17 日㈭ 4月 9日㈪  ～
               5 月 1 日㈫

大麻西地区センター（8:00 出発）
市役所大麻出張所（8:15 出発）

5月 22 日㈫ 4月 9日㈪  ～
               5 月 2 日㈬

区画整理記念会館（8:00 出発）
市役所正面玄関前（8:20 出発） 申込  ☎ 748-5522

対象者に送られる個別案内または江別市ホームページをご覧ください。

項 目 日 程 時  間 対　象 留 意 事 項

ポリオ生
ワクチン
投与

4月19日 ㈭、
23日㈪、24日㈫、
5月 14 日㈪、
16日㈬、17日㈭、
18 日㈮

10:00 ～ 11:00

13:00 ～ 14:00

生後 3か月から7歳 6か月未満のお子さ
んで、2回の接種（服用）が済んでいない方。
【接種できない方】
・37.5度以上の発熱。・下痢をしている。
・病気にかかっている。・医師から接種を止
められている。・前回の予防接種後27日以
上経過していない。(三種混合、ﾋﾌﾞ、小児
用肺炎球菌は、接種後6日以上経過で可）。
※体調などにより接種できない場合があります。

※BCG未接種の生後6か月未満のお子さんと、
麻しん風しん混合（MR）ワクチン第 1期未接
の 2歳未満のお子さんは、BCGとMRを先に
接種してください。
※ポリオ未接種の兄弟姉妹がいる場合は、感
染予防のため、同時接種をお勧めします。
※ポリオ接種後に次の予防接種を受ける場合、
27 日以上の間隔が必要です。
申込 /直接会場へお越しください。

追加接種 昭和 50 ～ 52 年の間に生まれた方 接種料金：1,020 円　※追加接種は任意

○　



相談内容 日時 会場・問い合わせ

暮
ら
し

月～金曜日
8:45 ～ 17:15

市民相談所
　☎ 381‐1021

※税理士が税全般につ
    いて相談を受けます

4 月 18 日㈬、
5月 16 日㈬
13:00 ～ 16:00

市民税課
　☎ 381‐1012

月曜日
10:00 ～ 15:00

総合社会福祉センター
　☎ 385‐1234

水曜日
10:00 ～ 15:00

にこにこ相談室
(総合社会福祉センター内）
　☎ 389‐7830

木曜日
10:00 ～ 15:00

市役所大麻出張所
　☎ 382‐4855

火、金曜日
10:00 ～ 15:00

総合社会福祉センター
　☎ 389‐7830

月～木曜日
9:30 ～ 16:30
金曜日
10:00 ～ 16:00

市役所第二別館 2階
消費生活相談室
江別消費者協会
　☎ 381‐1026

金曜日
10:00 ～ 16:00

市役所大麻出張所
江別消費者協会
　☎ 382‐4855

健
康

※精神科医師・保健師
　が相談を受けます

4 月 19 日㈭
13:30 ～ 16:00

北海道江別保健所
　☎ 383‐2111
※精神科受診歴のある方は
　要相談

4 月 25 日㈬
13:30 ～ 15:00
5 月 2 日㈬
9:30 ～ 11:00

保健センター
　☎ 385‐5252※生活習慣病予防

　相談・栄養相談

4 月 13 日、
20 日、27 日
いずれも金曜日
13:30 ～ 15:30

※保健師・栄養士が
相談を受けます

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

子
育
て
・
教
育

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

子育て支援センター
すくすく
　☎ 381‐1714

月～金曜日
10:00 ～ 12:00

相談室（教育委員会内）
　☎ 384‐7005

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

子ども家庭課
　☎ 381‐1236

※ 臨床心理士が相談
　を受けます

4 月 17 日㈫、
24 日㈫
① 10:00~11:00
② 11:00~12:00

少年指導センター
（青年センタ－２階
サークル室 3）
　☎ 384‐7830

月～金曜日
10:00 ～ 17:00

少年指導センター
　☎ 382‐4044

相談内容 日時 会場・問い合わせ

福
祉

水、木曜日
10:00 ～ 15:00

いきいきセンターさわまち
　☎ 387‐5657

木曜日
10:00 ～ 15:00

総合社会福祉センター
　☎ 389‐7830

月～金曜日
8:45 ～ 17:15

江別第一地域包括支
援センター
　☎ 389‐4144

月～金曜日
8:30 ～ 17:30 江別第二地域包括支

援センター
　☎ 389‐5420土曜日

8:30 ～ 12:30

月～土曜日　
8:45 ～ 17:45

野幌第一地域包括支
援センター
　☎ 381‐2940

月～金曜日
8:30 ～ 17:00 大麻第一地域包括支

援センター
　☎ 388‐5100土曜日

8:30 ～ 12:30

月～金曜日
10:00 ～ 15:00

あすか就労継続支援施設
　☎ 382‐0660
あすか地域活動支援
センター
　☎ 391‐9222

月～金曜日
8:45 ～ 17:15

障がい者支援センター
　☎ 802‐5004

行
政
・
法
律

4 月 12 日 ㈭、
26 日㈭
13:00 ～ 15:00

市民相談所
　☎ 381‐1021

※法律相談については、　
　4/2 ㈪から予約受付。
　各相談日先着５人。

4 月 26 日㈭
13:00 ～ 15:00

4 月 19 日㈭
13:00 ～ 15:00

そ
の
他

4 月 3 日㈫、
17 日㈫
10:00 ～ 15:00

江別商工会議所
　☎ 382‐3121

月～金曜日
10:00 ～ 17:00

少年指導センター
　☎ 384‐7830

月～金曜日
13:00 ～ 17:00

相談室（教育委員会内）
　☎ 383‐8009

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民生活課
　☎ 381‐1018

　★4月★   

※ 祝日は休みます。

　東日本大震災義援金へ、多くの皆さんから温かいお気持ちをお寄せい
ただき誠にありがとうございます。お預かりした義援金は、すべて日本
赤十字本社を通じ、被災都道県の配分委員会に送金しております。
　被災された方々には息の長い支援が必要なため、義援金の受け付けを
9月30 日（日）まで   延長することとしました。引き続き皆さんのご支援
をよろしくお願い申し上げます。
　なお、義援金は所得控除の対象となります。振り込みの場合は、半券
が領収書となります。市役所受付窓口に持参いただいた方で控除を希望
する場合はお申し出ください。   
  詳細　日本赤十字社江別市地区事務局（福祉課内）　☎ 381-1031 ※札幌学院大学・酪農学園大学については、間に 1時間ほど休憩を取ります。
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